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節目の１年が 始まります

「上越アニバーサリーイヤー」ロゴマーク
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輝
か
し
い
節
目
の
年
を   

希
望
に
満
ち
た
一
年
に

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
、
平
成
17
年
に
14
市
町

村
が
合
併
し
、
新
た
な
上
越
市
と

し
て
歩
み
を
始
め
て
か
ら
20
年
の

節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
間
、

14
の
異
な
る
文
化
や
歴
史
を
新
た

な
価
値
と
し
て
捉
え
、
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の

活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
年
は
、皆
様
に
親
し

ま
れ
て
い
る
高
田
城
址
公
園
観
桜

会
と
謙
信
公
祭
が
い
ず
れ
も
第
100

回
と
な
る
ほ
か
、北
陸
新
幹
線
の

上
越
妙
高
駅
が
開
業
10
周
年
を
迎

え
る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
節
目
が

重
な
り
合
う
輝
か
し
い
記
念
の
年

と
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
本

年
を「
上
越
ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
イ

ヤ
ー
」と
称
し
て
、ふ
る
さ
と
へ

の
誇
り
と
愛
着
を
育
む
と
と
も
に
、

当
市
の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
市

内
外
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
昨
年
の
元
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
、

自
然
災
害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
、

物
価
高
騰
な
ど
が
社
会
経
済
活
動

や
市
民
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。引
き
続
き
、

市
民
の
皆
様
の
安
心
安
全
な
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
第
一
に
、「
暮
ら

し
や
す
く
、希
望
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
こ
の
一

年
が
健
康
で
夢
と
希
望
に
満
ち
た

幸
多
き
年
と
な
る
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

令和７年  |  新年のご挨 拶
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力
強
く
も
し
な
や
か
な
市
議
会
に
向
け
て

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
希
望
に
輝
く
新
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
元
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
に
よ
り
、
当
市
は
最

大
震
度
５
強
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
、

多
く
の
家
屋
や
事
業
所
の
ほ
か
、

道
路
や
下
水
道
と
い
っ
た
社
会
イ

ン
フ
ラ
も
複
数
箇
所
で
被
災
す
る

な
ど
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、

思
い
も
よ
ら
な
い
年
明
け
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
市
議

会
は
、
各
所
の
復
旧
や
再
建
に
向

け
た
支
援
が
一
刻
も
早
く
届
く
よ

う
、
市
と
歩
調
を
合
わ
せ
対
応
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
私
ど
も
議
会
の
活
動
を

振
り
返
り
ま
す
と
、
改
選
後
早
々

に
議
会
改
革
に
取
り
組
む
た
め
、

議
会
改
革
推
進
特
別
委
員
会
を
新

た
に
設
置
し
、
通
年
会
期
制
や
オ

ン
ラ
イ
ン
議
会
の
導
入
な
ど
に
つ
い

て
、鋭
意
議
論
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
大
き
な
変
革
期

の
渦
中
に
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
価

値
観
を
共
有
す
る
多
様
性
の
時
代
と

い
わ
れ
る
こ
と
に
加
え
、
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
や

デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
よ
り
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
目
ま
ぐ
る
し

く
、
そ
し
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変

化
に
素
早
く
、か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、

市
議
会
は
市
民
の
皆
様
の
負
託
と
信

頼
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
力
強
く
も

し
な
や
か
さ
を
持
っ
て
、
引
き
続
き

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
合
併
20
周
年
な
ど
の

節
目
を
迎
え
る
こ
の
一
年
が
皆
様

に
と
り
ま
し
て
健
や
か
で
幸
せ
に

満
ち
た
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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 ロゴマークに込めた想い  ご利用ください

上越市の木である「桜」が上越の豊かな大地で
たくましく成長を続け、さまざまな歴史・文化
の花が咲き誇る様と重ねて表現しました。桜の
木は上越市の「上」の字をかたどっています。

ロゴマークは、上越市のホームペー
ジから無償でダウンロードできま
す。上越市の魅力発信のためにご
利用ください。

「上越アニバーサリーイヤー」ロゴマークを作成しました
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上越アニバーサリーイヤー

1976年（昭和51）に「高田祇
ぎ

園
おん

祭」「直江津祇園祭」「謙信
公祭」の３つのまつりに「上
越まつり」という冠を付け
てから、50回目を迎えます。
【高田・直江津地区会期】
７/23㊌～29㊋

1926年（大正15）に第１回
が開催されてから、100回
目を迎えます。
【会期】８/23㊏、24㊐

上越地域のさまざまなお酒
を一堂に集めて試飲・販売
を行うSAKEまつりが、今
年で20回目を迎えます。
【会期】10/18㊏、19㊐

1995年（平成７）12 月20
日、恒久平和を願い「非核
平和友好都市」を宣言して
から30年を迎えます。
【平和展】
７/12㊏～８/17㊐

第50回 上越まつり第50回 上越まつり 第100回 謙信公祭第100回 謙信公祭
第20回第20回
越後・謙信SAKEまつり越後・謙信SAKEまつり

北陸新幹線上越妙高駅北陸新幹線上越妙高駅
開業10周年開業10周年

非核平和非核平和
友好都市宣言30周年友好都市宣言30周年

第100回第100回
高田城址公園観桜会高田城址公園観桜会

2005年（平成17）１月１日
に全国最多の14市町村で
誕生した上越市は、今年で
20周年です。
【記念式典】５/17㊏

1835年（天保６）２月４日、
「日本近代郵便の父」と呼
ばれる前島密が生を受けて
から190年を迎えます。
【記念式典】９/27㊏

2015年（平成27）３月14日
に開業した北陸新幹線と
「上越妙高駅」は、今年で10
周年です。
【記念イベント】３/15㊏

1926年（大正15）に第１回
が開催されてから、100回
目を迎えます。
【会期】３/28㊎～４/13㊐

上越市合併20周年上越市合併20周年 前島密生誕190年前島密生誕190年
ひそかひそか

「若き日の前島密の肖像」「若き日の前島密の肖像」
（前島記念館所蔵）（前島記念館所蔵）

W７系W７系

ま え じ まま え じ ま

市ホームページ

ロゴマーク

■問合せ…総合政策課（☎025-520-5626）

　2025年は、このまちで育まれてきたさまざまな歴史や文化がそろって節目を迎える
記念すべき年です。市では、このまちが持つ多くの魅力を市民の誇りとし、未来に向かっ
て大切につなげていくため、この１年を「上越アニバーサリーイヤー」として、当市の
歴史や文化の魅力を発信していきます。この機会に、改めて市内の多くの魅力に目を向
けてみませんか。

※各周年事業の詳細については、決まり次第、広報上越や市ホームページでお知らせします。

上越市の節目の１年が始まります
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まちの拠点性が向上

地域主体のまちづくりが進展

多様な魅力の発信と次の世代への継承

　現在の上越市は、2005年（平成17）１月１日、全国最多となる14市町村の合併によって誕生しま
した。市ではこれまで、社会情勢の変化などに柔軟に対応しながら、暮らしやすく魅力あふれるまち
づくりに取り組んできました。今後も、誰もが将来の夢や希望に向かって安心して暮らせるまちを目
指し、市民の皆さんと一緒に歩みを進めていきます。

◦北陸新幹線「上越妙高駅」の開業と敦賀延伸により、首都圏・
関西圏との往来が一層便利になりました。新潟県の西の玄
関口として、上越地域の観光・ビジネスの拠点となってい
ます。

◦うみがたり、歴史博物館、オーレンプラザ、ジムリーナや県
立の謙信公武道館などが整備され、さまざまな交流の拠点
となっています。

◦直江津港には２つの火力発電所とLNG基地が完成し、従来
からの物流拠点としての役割に加え、国内の重要なエネルギー
港湾として経済活動や人々の暮らしを支えています。

◦地域自治区制度が市全域に導入され、地域協議会やまちづく
り団体などが中心となって、各地域の特性を生かしたまち
づくりが進んでいます。

◦育児や介護・福祉に関する相談体制の拡充や住民組織などに
よる高齢者の支え合いなど、身近な地域における支援体制
の整備が進み、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる
まちづくりの取り組みが広がっています。

◦町内会などを単位とした自主防災組織の結成率が98.6％（世
帯数ベース）に達し、災害に強いまちづくりの取り組みが
進んでいます。

◦米をはじめとするさまざまな農産物や特産品、独自の技術で
生み出される工業製品など、このまちの歴史・文化や気候・
風土に根差した魅力ある産品が生まれ、広く発信する取り
組みが進んでいます。

◦市民の皆さんが心のよりどころとする文化財を上越市「地域
の宝」として認定し、国・県・市指定文化財とともに保存・
活用しながら、次の世代に継承していく取り組みが進んで
います。

■問合せ…総務課（☎025-520-5602）

　上越市は今年、合併      周年2020

合併20周年  上越市の今

特 集
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特 集　上越市は今年、合併20周年特 集　上越市は今年、合併20周年

周
辺
13
町
村
と
上
越
市
が
合
併

13
の
地
域
自
治
区
と
地
域
協
議
会
を
設
置

豪
雪
に
よ
り
国
の
災
害
救
助
法
が
適
用

　
・高
田
地
区
で
は
20
年
ぶ
り
に
一
斉
屋
根
雪
下
ろ
し
を
実
施

�

越
後・謙
信
S
A
K
E
ま
つ
り
を
初
め
て
開
催

�

特
例
市
に
移
行

新
潟
県
中
越
沖
地
震
が
発
生

　
・市
内
の
最
大
震
度
６
弱

上
越
市
自
治
基
本
条
例
施
行�

市
内
全
域
で
家
庭
ご
み
の
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ『
天
地
人
』の
放
映
開
始

越
後
上
越
天
地
人
博
を
開
催

第
64
回
国
民
体
育
大
会
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
が

開
幕

市
全
域
で
地
域
自
治
区
制
度
を
施
行

日
本
ス
キ
ー
発
祥
100
周
年
記
念
式
典
を
開
催

長
野
県
北
部
地
震
が
発
生

　
・市
内
の
最
大
震
度
５
強

直
江
津
港
が
日
本
海
側
拠
点
港（
L
N
G)

に
選
定

板
倉
区
で
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発
生

　
・８
日
に
一
部
避
難
勧
告

メ
イ
ド・イ
ン
上
越
認
証
制
度
が
ス
タ
ー
ト

高
田
開
府
400
年
祭
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

直
江
津
学
び
の
交
流
館（
直
江
津
図
書
館
）が

オ
ー
プ
ン

安
塚
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー
ド
、大
島
雪
ほ
た
る
を

灯
の
回
廊
と
称
し
て
初
め
て
開
催

ミ
ュ
ゼ
雪
小
町
が
オ
ー
プ
ン

１
月

１
月

10
月

４
月

７
月

４
月

９
月

10
月

１
月

３
月

11
月

３
月

10
月

７
月

10
月

２
月

４
月

１
月

（
平
成
26
年
）

（
平
成
25
年
）

（
平
成
24
年
）

（
平
成
23
年
）

（
平
成
22
年
）

（
平
成
17
年
）

（
平
成
20
年
）

（
平
成
19
年
）

（
平
成
18
年
）

（
平
成
21
年
）

２
０
０
５

２
０
０
６

２
０
０
７

２
０
０
８

２
０
１
０

２
０
１
１

２
０
１
２

２
０
１
３

２
０
１
４

２
０
０
９

2010
2005

2015

20052009

2012

2013

2014 2006

周辺13町村と上越市が合併
越後上越天地人博を開催

安塚キャンドルロード、
大島雪ほたるを灯の回廊と
称して初めて開催

メイド・イン上越認証制度が
スタート

高田開府400年祭メインイベント
を開催

豪雪により国の災害救助法が適用

1月
1月

1月

2月

10月

７月

上越市 20年の歩み年表で振り返る
2005 　 2025
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特 集　上越市は今年、合併20周年特 集　上越市は今年、合併20周年

記念式典記念式典
上越市合併20周年 上越市合併20周年 

令和７年５月17日土日時

会場

info

 合併20年の節目を祝います。

午後１時30分〜３時

※一般参加者の募集など、詳細については決まり次第、
広報上越や市ホームページでお知らせします。

オーレンプラザ

上
越
市「
地
域
の
宝
」認
定
制
度
を
創
設

北
陸
新
幹
線（
長
野
駅
〜
金
沢
駅
間
）、上
越
妙
高
駅
が
開
業

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
が
開
業

東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
決
定

釜
蓋
遺
跡
公
園
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
オ
ー
プ
ン

市
民
交
流
施
設
高
田
公
園
オ
ー
レ
ン
プ
ラ
ザ

（
同
施
設
内
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）が
オ
ー
プ
ン

水
族
博
物
館
う
み
が
た
り
が
オ
ー
プ
ン

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
開
所

歴
史
博
物
館
が
オ
ー
プ
ン

新
潟
県
立
武
道
館（
謙
信
公
武
道
館
）が
オ
ー
プ
ン

上
信
越
自
動
車
道
が
全
線
４
車
線
化

上
越
体
操
場
ジ
ム
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
市
対
策
本
部
を
設
置

35
年
ぶ
り
の
記
録
的
な
大
雪

　
・�高
田
で
24
時
間
降
雪
量
1
0
3
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
観
測（
８
日
）、

最
大
積
雪
深
2
4
9
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
観
測（
11
日
）　

市
制
施
行
50
周
年
記
念�

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス

展
示
飛
行
を
開
催

小
木
直
江
津
航
路
に
カ
ー
フ
ェ
リ
ー�

こ
が
ね
丸
が

就
航

新
た
な
上
越
斎
場
の
供
用
を
開
始

安
塚
・
浦
川
原
・
大
島
中
学
校
が
統
合
し
、

東
頸
中
学
校
が
開
校

市
と
市
議
会
で
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
表
明

能
登
半
島
地
震
が
発
生

　
・市
内
の
最
大
震
度
５
強
、津
波
警
報
発
表

　
・�直
江
津
地
区
船
見
公
園
で
観
測
さ
れ
た
津
波
の

遡
上
高
は
５・９
メ
ー
ト
ル

上
越
市
合
併
20
周
年

４
月

３
月

1
月

９
月

６
月

10
月

７
月

12
月

１
月

２
月

１
月

４
月

４
月

12
月

４
月

３
月

１
月

１
月

４
月

（
平
成
27
年
）

（
平
成
30
年
）

２
０
１
８

（
平
成
31
年
）

（
令
和
元
年
）

２
０
１
９

２
０
１
５

（
平
成
28
年
）

２
０
１
６

（
平
成
29
年
）

２
０
１
７

（
令
和
２
年
）

２
０
２
０

（
令
和
３
年
）

２
０
２
１

（
令
和
４
年
）

２
０
２
２

（
令
和
５
年
）

２
０
２
３

（
令
和
６
年
）

２
０
２
４

（
令
和
７
年
）

２
０
２
５

2015

2025

2020

2015

2017

2024

20162022

北陸新幹線（長野駅〜金沢駅間）、
上越妙高駅が開業

市民交流施設高田公園オーレンプラザ
（同施設内こどもセンター）がオープン

能登半島地震が発生

東京2020オリンピック・
パラリンピック競技大会における
ドイツのホストタウンに決定

市制施行50周年記念
ブルーインパルス展示飛行
を開催

3月

9月

1月

１月４月
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令和６年度
上越市表彰 功績をたたえて

　11月22日、令和６年度上越市表彰式を行い、各分野で功績のあった78名と10団体を表彰しました。今年
度、表彰された皆さんは次のとおりです。（順不同、敬称略）

大
島　
洋
一

頸
城
区
松
本

市
議
会
議
員

栗
田　
英
明

高
土
町
2
丁
目

市
議
会
議
員

波
多
野　
一
夫

夷
浜

市
議
会
議
員

武
藤　
正
信

柿
崎
区
猿
毛

市
議
会
議
員

飯
野　
正

大
字
高
津

統
計
調
査
員

君
波　
豊

大
潟
区
犀
潟

地
域
協
議
会
委
員

中
村　
朝
彦

大
島
区
上
達

地
域
協
議
会
委
員

難
波　
一
仁

牧
区
上
牧

地
域
協
議
会
委
員

平
井　
逹
夫

板
倉
区
山
部　

地
域
協
議
会
委
員

藤
田　

浦
川
原
区
熊
沢

地
域
協
議
会
委
員

古
澤　
文
夫

清
里
区
東
福
島

地
域
協
議
会
委
員

三
浦　
元
二

名
立
区
名
立
大
町
地
域
協
議
会
委
員

向
橋　
マ
チ
子

清
里
区
馬
屋

地
域
協
議
会
委
員

山
岸　
重
正

安
塚
区
下
船
倉

地
域
協
議
会
委
員

市
政
功
績　
　

14
名

和
久
井　
進

浦
川
原
区
桜
島

農
家
組
合
長

柴
山　
登

五
智
2
丁
目

五
智
商
工
振
興
会
会
長
等

彦
坂　
薫

中
央
1
丁
目

直
江
津
駅
前
商
店
街
振
興
組
合
代
表
理
事
等

大
原　
莊
一
郎

本
町
5
丁
目

本
町
五
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
代
表
理
事
等

諸
原　
孝
七

西
城
町
4
丁
目

本
町
五
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
代
表
理
事
等

中
山　
弘
之

下
門
前

上
越
市
管
工
事
業
協
同
組
合
副
理
事
長
等

産
業
功
績　
　

６
名

五
十
嵐　
達
紀

三
和
区
錦

学
校
医

池
田　
啓
子

飯

学
校
医

太
田　
昭
弘

妙
高
市
高
柳
２
丁
目

学
校
医

大
野　
耕
一
郎

北
城
町
４
丁
目

学
校
医

川
渕　
久
司

大
島
区
下
達

学
校
医

小
林　
千
春

住
吉
町

学
校
医

畠
山　
牧
男

清
里
区
岡
嶺
新
田
学
校
医

大
山　
知
子

西
城
町
３
丁
目

学
校
薬
剤
師

後
藤　
保

木
田
１
丁
目

学
校
薬
剤
師

田
中　
露

五
智
１
丁
目

学
校
薬
剤
師

中
村　
廣
美

春
日
野
２
丁
目

学
校
薬
剤
師

永
野　
香
織

大
豆
１
丁
目

学
校
薬
剤
師

前
田　
元
樹

国
府
４
丁
目

学
校
薬
剤
師

山
川　
喜
義

上
源
入

学
校
薬
剤
師

小
林　
昭
三

柿
崎
区
川
田

町
内
外
の
環
境
美
化
活
動

保
健
衛
生
、
生
活
環
境
功
績　
　

15
名

■問合せ…秘書課（☎025-520-5612）
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市
橋　
保

大
和
1
丁
目

保
護
司

江
口　
修
一

港
町
1
丁
目

保
護
司

大
橋　
芳
子

北
本
町
3
丁
目

保
護
司

瀧
本　
宜
弘

頸
城
区
百
間
町

保
護
司

滝
見　
典
子

北
城
町
2
丁
目

民
生
委
員
・
児
童
委
員

山
口　
衛
行

五
智
5
丁
目

上
越
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
等

髙
橋　
義
裕

新
町

新
潟
県
動
物
愛
護
協
会
上
越
支
部　
理
事
・
監
事
等

松
井　
力
枝

東
城
町
2
丁
目

視
覚
障
害
者
卓
球
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

松
木　
敏
行

鴨
島
1
丁
目

上
越
お
も
ち
ゃ
病
院
の
ド
ク
タ
ー
と
し
て
の
お
も
ち
ゃ
の
無
償
修
理

社
会
福
祉
功
績　
　

９
名

株
式
会
社
エ
コ
シ
ス
テ
ム
朝
日

小
学
生
の
登
校
時
見
守
り
活
動

高
土
町
二
丁
目
見
守
り
隊
高
土
町
２
丁
目

小
学
生
の
登
下
校
時
見
守
り
活
動

松
村
新
田
見
守
り
隊

松
村
新
田

小
学
生
の
登
下
校
時
見
守
り
活
動

藤
岡　
貞
雄

木
田
３
丁
目

小
学
生
の
登
校
時
見
守
り
活
動

水
澤　
敏
春

国
府
３
丁
目

小
学
生
の
登
校
時
見
守
り
活
動

石
井　
行
信

名
立
区
小
田
島

消
防
団
員

市
川　
正
和

安
塚
区
安
塚

消
防
団
員

大
谷　
亮

板
倉
区
針

消
防
団
員

澤
田　
和
幸

安
塚
区
和
田

消
防
団
員

塚
田　
誠

南
方

消
防
団
員

羽
田　
剛

吉
川
区
赤
沢

消
防
団
員

廣
川　
修

子
安
新
田

消
防
団
員

水
澤　
徹
浩

浦
川
原
区
小
谷
島
消
防
団
員

本
山　
淳
一

大
島
区
仁
上

消
防
団
員

横
尾　
正
隆

安
塚
区
和
田

消
防
団
員

防
災
防
犯
、
交
通
安
全
功
績　
　

３
団
体
・
12
名

特
定
非
営
利
活
動
法
人

か
み
え
ち
ご
山
里
フ
ァ
ン
倶
楽
部

増
沢

中
山
間
地
域
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
活
動

大
島　
喜
七
郎

南
新
町

町
内
会
長

齋
藤　
邦
博

飯

町
内
会
長

島
岡　
秋
男

柿
崎
区
黒
岩

町
内
会
長

杉
本　
敏
宏

東
本
町
5
丁
目

町
内
会
長

高
橋　
二
郎

十
二
ノ
木

町
内
会
長

髙
𣘺　
敏
光

御
殿
山
町

町
内
会
長

髙
橋　
秀
樹

佐
内
町

町
内
会
長

早
川　
丈
夫

大
島
区
仁
上

町
内
会
長

宮
﨑　
日
出
男

中
央
1
丁
目

町
内
会
長

望
月　
博

頸
城
区
上
三
分
一
町
内
会
長

栁
澤　
篤

上
荒
浜

町
内
会
長

横
尾　
昭

牧
区
小
川

町
内
会
長

横
川　
純
一

元
屋
敷

町
内
会
長

岡
森　
義
隆

大
字
岩
木

新
潟
県
災
害
救
援
機
構
理
事

堀
口　
基

東
城
町
3
丁
目

新
潟
県
災
害
救
援
機
構
理
事

市
川　
義
夫

滝
寺

滝
寺
地
域
の
自
然
環
境
保
全
・
整
備
活
動

金
井　
芳
子

寺
町
3
丁
目

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
活
動

地
域
社
会
功
績　
　

１
団
体
・
17
名

田
中　
康
生

土
橋

私
財
の
寄
附

田
中
産
業
株
式
会
社

土
橋

私
財
の
寄
附

鈴
鹿
貨
物
株
式
会
社

東
京
都
江
東
区

私
財
の
寄
附

北
星
運
輸
株
式
会
社

東
京
都
江
東
区

私
財
の
寄
附

南
星
運
輸
株
式
会
社

東
京
都
江
東
区

私
財
の
寄
附

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
東
京
都
千
代
田
区

私
財
の
寄
附

Ｊ
マ
テ
．ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

下
名
柄

私
財
の
寄
附

加
藤　
僖
一

新
潟
市
中
央
区

私
財
の
寄
附

篤
行　
　

６
団
体
・
２
名

小
森　
善
一
郎

寺
町
1
丁
目

上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
副
会
長
等

稲
垣　
彰

柿
崎
区
直
海
浜

上
越
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
副
理
事
長
等

石
浦　
智
美

東
京
都
世
田
谷
区

教
育
、
体
育
、
芸
術
、
文
化
功
績　
　

２
名

パ
リ
２
０
２
４
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
で
の
活
躍　
　

１
名
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市・県民税の申告と相談
■問合せ…税務課（☎025-520-5650）または各総合事務所

　令和７年度の個人市民税・県民税（令和６年１月１日～12月31日の所得分）の申告と相談を受け付けます。

１　市・県民税の申告が必要な人
　令和７年１月１日現在で、市内に住所があり、所得税の確定申告をしない人で、次のいずれかに該当する人
・事業所得、不動産所得、総合課税の対象となる配当所得、一時所得、その他雑所得などの所得があった人
・給与所得があり、勤務先から市に給与支払報告書が提出されていない人（勤務先に要確認）
・給与所得者や公的年金などの受給者で、扶養親族等申告書の内容変更や各種控除を追加する人
・令和６年中に所得がなかった、または遺族年金や障害年金などの非課税所得のみがあった人
　（市内在住の人の税法上の扶養親族を除く）

２　市・県民税の申告日時と会場
出張申告相談
▶受付時間…午前９時～11時30分、午後１時30分～４時

開設日 会場 開設日 会場

２月３日㊊ 午前 中ノ俣地区多目的研修センター ２月７日㊎
午前 津有地区公民館
午後 ファームセンター

２月４日㊋
午前 八千浦交流館はまぐみ

２月10日㊊
午前 三郷地区公民館

午後 カルチャーセンター 午後 高士地区公民館

２月５日㊌
午前 北諏訪地区公民館

２月12日㊌
午前 新道地区多目的研修センター

午後 保倉地区公民館 午後 福祉交流プラザ

２月６日㊍
午前 谷浜地区多目的研修センター

２月13日㊍
午前 和田地区多目的研修センター

午後 レインボーセンター 午後 ラーバンセンター

市役所などでの申告と相談

▶申告期間…令和７年２月17日㊊～３月17日㊊（土・日曜日、祝日を除く）
▶会　　場

確定申告は自宅からのスマホ申告か、高田税務署開設の申告会場（市民プラザ）へ
　青色申告、営業所得、不動産・株式の譲渡所得、雑損控除、１年目の住宅借入金等特
別控除などの申告は、自宅からのスマホ申告か、市民プラザ申告会場でお願いします。

※期間の初めは会場が特に混雑し、長時間お待ちいただく場合があります
※会場での混雑を避けるため、郵送での提出をおすすめします

申告期間中、各会場の混雑状況を
市ホームぺージでお知らせします

・安塚区総合事務所
・浦川原区総合事務所
・大島コミュニティプラザ
・牧区総合事務所
・柿崎コミュニティプラザ
・大潟コミュニティプラザ
・頸城コミュニティプラザ

・吉川保健センター
・中郷区総合事務所
・板倉コミュニティプラザ
・清里コミュニティプラザ
・三和区総合事務所
・名立区総合事務所

13区　※日時など詳しくは総合事務所だよりを参照合併前上越市
市役所木田第一庁舎　301会議室
（午前９時～11時30分、午後１時～４時）

１月のトピックス
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●自宅からスマホを使って確定申告ができます（e-Tax）
　マイナンバーカードで自宅から24時間いつでも確定申告ができます。
　申告会場での混雑を避けるため、スマホ申告をおすすめします。
●申告会場
　所得税、個人消費税、贈与税の申告と相談を受け付けます。
　マイナンバーカードとスマホを使って、ご自身で申告書を作成いただきます。
ところ とき（土・日曜日、祝日を除く） 受付時間

市民プラザ

令和７年２月17日㊊～
３月17日㊊
※�高田税務署では相談を
　受け付けません

午前９時～午後４時
（入場整理券配布終了まで）
・�国税庁LINE公式アカウントから事前発行（または
当日配布）により取得した入場整理券が必要です。

　開設期間前に確定申告会場はありませんが、税務署で事前予約による相談が可能です。
●申告手続きに必要なもの
　・ご自身の申告に必要な書類　　・マイナンバーカードとスマホ
　・マイナンバーカードのパスワード２つ（①署名用電子証明書　②利用者証明用電子証明書）
　上記が不足する場合は、申告書の作成ができない場合があります。詳しくは、国税庁ホームページでご確認ください。

３　申告に必要なもの
　下記をチェック□しながら確認しましょう　　　

必要な人 必要なもの チェック

全　員

申告書（会場に様式の用意あり） ■■
マイナンバーを確認できる書類（①または②）
　①マイナンバーカード
　②次のいずれか＋本人確認ができる書類（運転免許証など）
　　・マイナンバー記載の住民票の写し
　　・住民票記載事項証明書
※扶養親族などのマイナンバーに関する書類は不要
※郵送する場合は書類の写し（マイナンバーカードは両面）を添付

■■

以下は対象者のみ必要です
給与または
年金所得がある人 給与所得、公的年金などの源泉徴収票または事業主の支払証明書 ■■
事業または不動産
所得がある人 収支内訳書・所得計算に必要な帳簿書類など ■■

農業所得がある人
収支内訳書
※農地の賃貸による小作料収入（現物支給を含む）がある場合は、
　農業所得と分離し、不動産所得としての申告が必要

■■

保険に入っている人 生命保険料・地震保険料などの納付額証明書 ■■
社会保険料控除を
受ける人

・市が送付する「納付額のお知らせ」
　（国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料）
・日本年金機構が送付する社会保険料控除証明書（国民年金保険料）など

■■

障害者控除を
受ける人 障害者手帳、療育手帳、障害者控除対象者認定書など ■■
寄附金税額控除を
受ける人 領収書、受領書 ■■
医療費控除を
受ける人 医療費の明細書（必須）、医療保険者が発行する「医療費のお知らせ」など ■■
セルフメディケーショ
ン税制（医療費控除
の特例）を受ける人

・セルフメディケーション税制の明細書
・�令和６年に行った健康診査、予防接種、定期健康診断、特定健康診査、
がん検診などの証明書類（写し可）

■■

確定申告をする人 税務署から送付された「確定申告のお知らせ」（ある場合のみ） ■■

確定申告は
こちら

マイナポータル
連携はこちら

国税庁LINE
公式アカウント

確 定 申 告 の ご 案 内 ■問合せ…高田税務署（☎025-523-4171）
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＠キューピットバレイスキー場

naomin._.snowさん

＠高田地区塞ノ神

yousk.tomさん

＠高田城址公園

i.405さん

＠ 矢代川沿い

takumi_so_42さん

上越市のきらりと光る風景を発信しよう！
　Instagram（インスタグラム）に投稿された市内の
風景などの写真の中から、冬を感じる写真を紹介します。

■問合せ…広報対話課（☎025-520-5614）

市政　 ピックストト

　老朽化による施設の更新にあわせ、今後の火葬需
要に対応するため施工を進めてきた新しい「上越斎
場」が完成し、竣工式を行いました。テープカットの
後、建設に関わった事業者への感謝状の贈呈、点火
式を行い、新しい斎場の長期的な利用と安全を祈願
しました。
※斎場は12月２日㊊に供用を開始しています。

新潟県・上越市合同除雪出動式 上越市除雪功労者表彰式 11/15

上越斎場 竣工式 11/29

　県管理道路と市道の除雪業者118社が上越文化会
館に一堂に会し、「除雪出動式」を開催しました。式
では、長年にわたり市道の冬期道路交通の確保に尽
力した除雪従事者４名を表彰したほか、大曲こども
園の園児16名からは応援メッセージが贈られ、除雪
業者の代表による決意表明で今冬の安全作業の決意
を新たにしました。
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と　　き

対象地域

訓練内容

■問合せ…市民安全課 原子力防災対策室（☎025-520-5663）

原子力災害に備えて
新潟県原子力防災訓練が行われます。
　当市では、UPZ（柏崎刈羽原子力発電所からおおむね5～30km圏内）にお住まいの
皆さんを対象に、次のとおり訓練を行います。今回は、冬季の原子力災害を想定した
訓練となります。

令和７年１月25日㊏午前８時～９時頃（予定）※下記③～⑤の訓練は午後１時頃まで（予定）

訓練の対象地域外の皆さんも、万が一の際に取るべき行動を確認しましょう。

柿崎区と吉川区の全ての町内会、大潟区雁子浜・内雁子町内会、
大島区板山・田麦・竹平・藤尾町内会、浦川原区小麦平
①屋内退避訓練　②広報活動訓練　③安定ヨウ素剤緊急配布訓練
④一時移転訓練　⑤スクリーニングおよび簡易除染体験など
※③～⑤は、対象地域のうち大島区の町内会のみを対象に行います。

普及啓発動画原子力防災
ガイドブック

��※原子力防災ガイドブックや普及啓発動画は市ホームページでご覧いただけます。

①正確な情報の入手
　�テレビ、ラジオ、防災行政無線など
で市（国・県含む）が発信する正確
な情報を入手します。

③屋内退避の継続
　�「屋内退避指示」の解除や「避難指示」
が出るまでは屋内退避を継続します。
「屋内退避指示」が出ている間は、
むやみに外出しないようにします。

②まずは屋内退避
　�市から「屋内退避指示」が出たら、
建物内に避難します。屋内退避に
よって、放射性物質の付着や吸入
を防ぐことができます。

④避難指示が出たら避難
　�測定した結果、空間放射線量が高
い区域には市から「避難指示」が出
ます。避難対象の区域にお住まい
の皆さんは指示に従い行動します。

原子力災害から身を守る４つの行動

　原子力発電所の事故の状況が悪化し、放射線による影響をもたらす可能性が高く
なった場合、UPZにお住まいの皆さんは屋内退避を行います。これは、放出され
た放射性物質が大気中を通過するときに屋外にいることで、かえって被ばくしてし
まうことを回避するための行動です。
　建物の気密性と遮へい効果により、一般的な家屋内での放射線の被ばく量は屋外
にいた場合と比較して半分程度になり、放射線の影響を低減することができます。

 屋内退避について　 　防災一口メモ

１月のトピックス

原子力防災に関する市の取り組み
　市では、原子力災害時に取るべき行動や原子力災害への備えについて市民の皆さんに知っていただくため、
原子力防災ガイドブックの配布や動画の配信、出前講座などを行っています。
　また、原子力災害時に市民の皆さんが安全に避難できるよう、引き続き、国、県、関係市町村などと共
に広域避難などの課題解決を進めながら、実効性のある避難体制の整備に向けて取り組んでいきます。
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　大雪を含む自然災害から身を守り、被害を最小限にするためには、災害に対する日々の備え
と地域の支え合いが大切です。各家庭や町内で災害対応について話し合い、日頃から十分な備
えをしておきましょう。

防災基礎知識③ －大雪への備え－
■問合せ…市民安全課（☎025-520-5660）

　テレビやラジオ、インターネットなどで天気予報
を確認し、気象情報や注意報、警報などの情報収集
を行いましょう。特に注意報などが発表された場合は、
降雪や積雪による住家などの被害や交通障害の恐れ
があるので、予想降雪量などを確認し、事前対策の
目安としてください。また、停電時にも情報が得ら
れる電池式のラジオなども用意しておきましょう。

　水道管が破裂しないよう、保温材を取り付ける、
蛇口から細く水を出すなどして凍結を防ぎましょう。
　一酸化炭素中毒を防ぐため、
除雪作業で排気設備が破損した
り、給気口が雪で覆われたりし
ないよう注意しましょう。

　消雪のため地下水を多くくみ上げると地盤が沈下
し、住宅などに大きな被害が発生する恐れがあります。
地盤沈下注意報および警報の発
令時は消雪パイプの水をこまめ
に止め、人力や機械で除雪を行
うなど、節水に取り組みましょう。

　高齢者世帯など、雪かきが
困難な世帯については、近隣
同士で声をかけ合い、安全に
作業ができるように協力しま
しょう。

こまめに気象情報の確認をしましょう ガス水道設備の損傷を防止しましょう

地盤沈下を防ぐための地下水の節水をしましょう
協力して除雪作業をしましょう

　現在、新潟県条例による環境影響評価（環境アセスメント）の手続きを実施しています。今回は、
昨年度、環境影響評価の方法をまとめた「方法書」に対して住民から寄せられた意見と、（公財）
新潟県環境保全事業団の見解の概要をお伝えします。
　※方法書は新潟県環境保全事業団のホームページでご覧いただけます。

■整備に関する問合せ…新潟県環境局資源循環推進課（☎025-280-5161）、上越分室（☎025-520-7859）
　　　　　　　　　　　（公財）新潟県環境保全事業団上越建設事務所（☎025-520-7853）
■記事に関する問合せ…生活環境課（☎025-520-2088）

上越地区産業廃棄物最終処分場の整備に向けて❸

・�埋め立て完了後も環境モニタリ
ング調査を継続的に行い、結果
はホームページなどを活用し速
やかに公表します。�
・�具体的な環境保全対策について
は、今後検討の上、準備書でお
示しします。

・�施設稼働後も、自然環境の復元・
再生に向けての継続的な調査を
行ってほしい。
・�具体的な環境保全対策について、
迅速かつ分かりやすい情報公開
をしてほしい。

・�ご指摘の点について、ホー
ムページなども活用し、多
くの皆さんと情報共有を図
りながら、事業を進めてま
いりたいと考えています。

・�埋め立て後の施設の有効活
用に向け、これまでに開催
した説明会での質疑応答の
内容を公表するなど、多く
の市民と情報を共有し、市
民とともに整備してほしい。

・�事業実施区域およびその周辺におい
て、動物相、植物相、植物群落、植
生の現状を明らかにする調査を実施
し、調査結果を
施設の緑化計画
などに反映して
まいります。

・�事業実施区域およびその周辺において、
貴重な植物相の現状を明らかにする
調査が必要である。施設整備のため
に失われるものについては、その資
料を残すことが重要と考える。
・�自然環境の復元、再生に向けて、基
礎となる調査をしてほしい。

住民から寄せられたご意見と県環境保全事業団の見解の概要

回答 回答 回答

意見 意見 意見万蔵川の水質調査について 植物相の調査について 市民との情報共有について

県環境保全事業団
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１月のトピックス

　地域の歴史や文化を観光資源として磨き上げることにより、観光の活性化を図るとともに、持
続可能な地域資源として後世に伝承することを目的に、令和６年４月に策定した「上越市通年観
光計画」に基づき、各地域で新たな取り組みを進めています。
※各地域のその他の取り組みなど、詳しくは市ホームページをご覧ください。

●春日山地域の観光を考えるワークショップ
　上杉謙信公や春日山城をいかした春日山地域の魅力化に取り組むに当
たり、春日山地域を表現するデザインや観光の仕掛けを考えるワークショッ
プを開催しました。今後は、ワークショップ参加者とのフィールドワー
クを予定しています。

●SNS「参られよ！上杉謙信公のふるさと【公式】」で情報発信中
　今後の春日山地域への期待感が高まるよう、取り組みの状況や春日山城跡・上杉
謙信公に関する情報などを発信しています。

春日山地域の主な取り組み

■問合せ…魅力創造課（☎025-520-5739）

地域の歴史・文化をいかした
新たな観光の取り組みを進めています

実施内容
○第１回（９月13日㊎）
　春日山地域のありたい姿を語ろう
○第２回（11月８日㊎）
　春日山地域を表現するデザインを考えよう
○第３回（12月６日㊎）
　春日山地域に来てもらうためのしかけを考えよう
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●なおえつ屋台パークプロジェクト実施中
　直江津屋台会館や海浜公園を楽しめるスポットと
して有効活用し、滞在時間、
消費額の増加を検証するとと
もに、自立的な運営組織など
について検討しています。

直江津地域の主な取り組み
一緒に参加してみませんか
・休日、平日を問わず、出店者を募集中です。
・�直江津屋台会館、海浜公園の活用について、新たなア
イデアや取り組みをお聞かせください。

※�ホームページでは、今後のイベント情報
などを発信しています。

■問合せ…なおえつ屋台パーク事務局
　（㈱タカヨシ、☎025-282-7035）

詳しくは

詳しくは

第１回ワークショップの様子

<ワークショップで出た意見>
・�ワークショップでほかの人と意見交換ができ、上越
市のシンボルはやはり上杉謙信公だと実感した。

・�春日山城の復元について議論したい。復元が難しく
ても春日山城の魅力をアピールする方法を議論したい。

●浄興寺大門通り修景整備ワークショップ
　観光と住みやすさを共存させながら、浄興寺大門通りを寺院群への入口、
門前通りの雰囲気を感じられる通りとして整備するため、沿道住民やまち
づくり団体などの皆さんと一緒に考えるワークショップを開催しています。
実施内容
○第１回（９月29日㊐）
　浄興寺大門通りを歩いて、現状や困っていることなどを話そう
○第２回（11月13日㊌）
　学識経験者と一緒に門前通り、浄興寺大門通りについて考えよう
○第３回（12月11日㊌）
　先進事例を学び、私たちができることは何か、景観ルールについて考えよう
　そして浄興寺大門通りの在り方について考えよう
○第４回（令和７年２月５日㊌）
　浄興寺大門通りの将来像について

高田地域の主な取り組み

第１回ワークショップの様子

<ワークショップで出た意見>
・�五感で楽しめる大門通りになるよう
に検討していきたい。

・�暮らしと観光のバランスの取れた整
備が必要。



役所のシンクタンクとしてまちづくりを支援
する「上越市創造行政研究所」の取り組み紹

介や、「地域をつなぎ、居場所をつくるこども食堂」
についての講演、所長と講師による対談を行いました。

市
12月５日㊍　ミュゼ雪小町（本町５）

上創研シンポジウム 2024

どもたちの「挑戦したい」を応援するイベン
トが開催されました。会場内は、小物づくり

やスポーツ体験、段ボールベット作成などに参加
した子どもたちの笑顔と賑やかな声に包まれました。

子
11月23日㊏・㊗　大潟コミュニティプラザ　他

おおがたチャレンジフェスタ

広い年代の来場者がどんぐりクラフトやク
リスマスカード作りなどを楽しんだほか、「ど

りぃむ♡」の皆さんによるウクレレとギターの演
奏に聴き入りました。

幅
12月７日㊏　中郷コミュニティプラザ

共生フェスタ

回目の開催となった今年は、「ぬか釜」で
炊いた大島区産新米コシヒカリと地元の野

菜が入った鴨汁を販売しました。訪れた人は紅葉
も楽しみながら、鴨汁に舌鼓を打ちました。

４
11月24日㊐　大島庄屋の家（大島区田麦）

大島庄屋の家「釜炊きご飯と天然鴨の大鍋まつり」

越総合技術高校電気科の生徒が設置作業に
参加した上越妙高駅東口のイルミネーショ

ン。色鮮やかなライトで冬の夜空をキラリと照ら
していますので、皆さんもぜひご覧ください。

上
11月22日㊎～　上越妙高駅東口

上越妙高駅東口イルミネーション

域が大切にしている文化財として市が認定し
た全118件の「地域の宝」のパネル展示のほか、

５つの活動団体が民俗芸能披露や活動発表を行い、
それぞれの「宝」の魅力を来場者に伝えました。

地
11月23日㊏・㊗　オーレンプラザ

上越市「地域の宝」のつどい

市内各地で開催された
イベントや出来事をお届けします
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「広報上越」へのご意見や感想をお寄せください
広報対話課
☎ 025-520-5614　 
FAX 025-526-6112

 koho-joetsu@city.joetsu.lg.jpアンケート
フォーム

安塚区 ☎ 025-592-2003 柿崎区 ☎ 025-536-2211
浦川原区 ☎ 025-599-2301 大潟区 ☎ 025-534-2111
大島区 ☎ 025-594-3101 頸城区 ☎ 025-530-2311
牧　区 ☎ 025-533-5141 吉川区 ☎ 025-548-2311
中郷区 ☎ 0255-74-2411 名立区 ☎ 025-537-2121
板倉区 ☎ 0255-78-2141 南出張所 ☎ 025-525-4151
清里区 ☎ 025-528-3111 北出張所 ☎ 025-544-2111
三和区 ☎ 025-532-2323

	 1日	 午後6時35分頃
	 15日	 午後0時45分頃
	定期的な電池交換と受信状況の確認を！

「防災ラジオ」の試験放送 問  危機管理課（☎025-520-5665）

FM
76.1MHz

毎月

広報上越専用ページ

問 パソコンやスマートフォ
ンから、市への申請・
届け出などができます

電子申請システム

時  日時、期間 所  場所
対  対象（表記無し：どなたでも） 定  定員
費  費用（表記無し：無料） 講  講師
申  申し込み（表記無し：不要） 問  問合せ
他  その他

記号の見方	

上越市役所	〒943-8601	上越市木田1-1-3	☎025-526-5111（代表）

※１月１日は中止
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市内の交通事故・犯罪発生件数
 問合せ…市民安全課（☎025-520-5661）

●交通事故件数
１月１日〜10月末日の状況１月１日〜10月末日の状況

発生件数 162件（＋10）

死者数 4人（＋２）

負傷者数 188人（＋11）

●犯罪発生件数
１月１日〜10月末日の状況１月１日〜10月末日の状況

刑法犯罪認知件数 598件（−27）

うち窃盗犯 380件（−４）

盗難防止の合言葉 “みんなで鍵かけ”
※ いずれも暫定値で、（　）内は前年比※ いずれも暫定値で、（　）内は前年比

SNSを利用した投資
詐欺に注意。SNSで
知り合った相手から
投資話（儲け話）を
持ちかけられたら詐
欺を疑いましょう。

納期限 令和７年１月31日金
● 市・県民税 �������（第４期）
● 国民健康保険税 ����（第７期）
● 後期高齢者医療保険料 �（第７期）
● 介護保険料 ����� （第10期）
● 国民年金保険料 ��� （12月分）

税・保険料の納期限

令
和
６
年
版 

「
上
越
市
の
環
境
」の
公
表

　
「
生
活
環
境
・
自
然
環
境
・
地

球
環
境
・
環
境
学
習
」
の
４
つ
の

分
野
ご
と
に
、
市
の
環
境
保
全
の

施
策
と
環
境
の
現
況
を
ま
と
め
、

報
告
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
本
誌
は
環
境
政
策
課
、
各
総
合

事
務
所
、
高
田
図
書
館
、
直
江
津

図
書
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
環
境
政
策
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

８
９
）

市
内
の
空
間
線
量
率
観
測
結
果 

～
11
月
も
通
常
の
範
囲
内
で
し
た
～

　
毎
日
午
前
９

時
に
、
上
越
地

域
消
防
事
務
組

合
管
内
の
各
消

防
署
に
お
い

て
、
地
上
１

メ
ー
ト
ル
で
測

定
し
た
値
（
月
間
の
平
均
値
、
最

小
値
、
最
大
値
）
は
、
い
ず
れ
も

通
常
の
値
で
あ
る
毎
時
０
・
０
１

６
～
０
・
１
６
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
の
範
囲
内
で
し
た
。

問
環
境
政
策
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
９
０
）

上
越
市
立
地
適
正
化
計
画
の
変
更（
案
）

の
縦
覧
、説
明
会
お
よ
び
公
聴
会

　
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

き
公
聴
会
な
ど
を
行
う
こ
と
か
ら
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
実
施
し

ま
せ
ん
。

●
縦
覧

時
令
和
７
年
１
月
７
日
㊋
～
21
日

㊋
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分　
所
都
市
整
備
課
お
よ
び
柿
崎

区
総
合
事
務
所
（
平
日
以
外
は
時

間
外
受
け
付
け
）

●
説
明
会

時
１
月
14
日
㊋
午
後
７
時
～　

所
市
役
所
木
田
第
一
庁
舎

●
公
聴
会

時
２
月
10
日
㊊
午
後
７
時
～　

所
市
役
所
木
田
第
一
庁
舎　
対
上

越
都
市
計
画
区
域
内
の
住
民
で
公

聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る

人　
申
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
た

い
人
は
１
月
21
日
㊋
ま
で
に
書
面

を
縦
覧
場
所
へ　
他
意
見
が
な
い

場
合
は
、公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

中
止
の
場
合
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し

ま
す　
問
都
市

整
備
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
７
６
３
）

お
知
ら
せ詳しくは

詳しくは



お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

募
　
集

無
料
相
談

お
知
ら
せ
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令
和
７
年
度（
令
和
６
年
分
）給
与
支
払

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
令
和
６
年
１
月
１
日
㊊
～
12
月

31
日
㊋
の
間
に
給
与
な
ど
の
支
払

い
を
行
っ
た
事
業
主
は
、
令
和
７

年
度
（
令
和
６
年
分
）
給
与
支
払

報
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

時
提
出
期
限
＝
令
和
７
年
１
月
31

日
㊎　
他
早
め
の
提
出
に
ご
協
力

く
だ
さ
い　
問

税
務
課
（
☎
０

２
５・５
２
０・

５
６
５
０
）

市
道
認
定
の
申
請
は 

町
内
会
か
ら

　
私
道
な
ど
を
市
道
に
認
定
す
る

場
合
、
道
路
の
幅
員
な
ど
が
認
定

基
準
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
や
、

利
害
関
係
者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

関
係
者
の
同
意
は
要
望
者
が
主
体

と
な
っ
て
調
整
す
る
と
と
も
に
、

町
内
会
を
通
じ
て
相
談
・
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
市
道
認
定
基
準
や
申
請
書
な
ど

の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
問
道
路
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

６
９
）
ま
た
は

各
総
合
事
務
所

戸
建
住
宅
な
ど
を
建
築
す
る
際

の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

　
建
築
基
準
法
お

よ
び
建
築
物
省
エ

ネ
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
建
築
物
を
建
築
す
る
際

の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
国
土
交
通
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
令
和
７
年
４
月
以
降
に
着
工
す

る
建
築
物

他
●
主
な
改
正
内
容

①�

全
て
の
新
築
で
省
エ
ネ
基
準
へ

の
適
合
が
義
務
化
。

②�

木
造
戸
建
住
宅
の
建
築
確
認
手

続
き
な
ど
の
見
直
し
。

③�

木
造
戸
建
住
宅
の
大
規
模
な
リ

フ
ォ
ー
ム
が
新
た
に
建
築
確
認

手
続
き
の
対
象
に
。

問
建
築
住
宅
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

８
４
）

高
齢
者
に
よ
る 

趣
味
の
作
品
展
示

　
市
民
の
趣
味
活
動
や
創
作
活
動

の
発
表
の
場
と
し
て
、
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
展
示
場
所
お
よ
び
時
間

時
所
○
福
祉
交
流
プ
ラ
ザ
（
寺
町

２
）
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９

時　
○
市
民
い
こ
い
の
家
（
石
橋

１
）
＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時　

○
雁
木
通
り
プ
ラ
ザ
（
本
町
３
）

＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後
10
時

●
展
示
作
品
を
随
時
募
集

　

各
施
設
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
、

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
展
示
す
る
作
品

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
市
内
で
活
動

す
る
個
人
・
団

体　
申
問
展
示

希
望
日
の
２
週

間
前
ま
で
に
高

齢
者
支
援
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
７

０
８
）

図
書
館
を
休
館
し
ま
す

　
特
別
図
書
整
理
（
蔵
書
点
検
）

の
た
め
、
次
の
と
お
り
各
図
書
館

を
休
館
し
ま
す
。

●
高
田
図
書
館

時
令
和
７
年
１
月
16
日
㊍
～
22
日

㊌　
問
同
館
（
☎
０
２
５
・
５
２

３
・
２
６
０
３
）

●
直
江
津
図
書
館

時
１
月
28
日
㊋
～
２
月
２
日
㊐　

問
同
館
（
☎
０
２
５
・
５
４
５
・

３
２
３
２
）

●
浦
川
原
分
館

時
２
月
４
日
㊋
～
５
日
㊌　
問
同

館
（
☎
０
２
５
・
５
９
９
・
２
８

３
０
）

●
頸
城
分
館

時
２
月
６
日
㊍
～
７
日
㊎　
問
同

館
（
☎
０
２
５
・
５
３
０
・
２
３

６
０
）

他
休
館
中
で
も
高
田
図
書
館
、
直

江
津
図
書
館
、
浦
川
原
分
館
の
図

書
返
却
口
は
利
用
で
き
ま
す
（
直

江
津
図
書
館
は
午
後
10
時
～
午
前

６
時
の
間
は
利

用
で
き
ま
せ

ん
）。
図
書
に

つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
開

館
し
て
い
る
図

書
館
で
受
け
付

け
ま
す

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」を 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
の
教
育
ロ
ー
ン
は
、
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種

学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど

に
入
学
・
在
学
す
る
子
を
持
つ
家

庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

他
○
融
資
額
＝
子
ど
も
１
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内　
○
金
利
＝

２
・
３
５
パ
ー
セ
ン
ト　
※
母
子

家
庭
、父
子
家
庭
、交
通
遺
児
家
庭
、

世
帯
年
収
２
０
０
万
円
（
所
得
１

３
２
万
円
）
以
内
の
人
ま
た
は
子

ど
も
３
人
以
上
の
世
帯
か
つ
世
帯

年
収
５
０
０
万
円
（
所
得
３
５
６

万
円
）
以
内
の
人
は
年
１
・
９
５

パ
ー
セ
ン
ト
（
令
和
６
年
11
月
１

日
現
在
）　

○
返
済
期
間
＝
18
年

以
内　
○
使
途
＝
入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー
ト
・
マ

ン
シ
ョ
ン
の
敷

金･

家
賃
な
ど　

問
日
本
政
策
金

融
公
庫
教
育

ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
７
０
・
０

０
８
６
５
６
ま

た
は
☎
０
３
・

５
３
２
１
・
８

６
５
６
）

エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談・検
査
は

上
越
保
健
所
で

　
エ
イ
ズ
に
関
す
る
相
談
や
検
査

は
、
上
越
地
域
振
興
局
健
康
福
祉

環
境
部
（
上
越
保
健
所
）
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
相
談
・
検
査
は
匿

名
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

問
上
越
地
域
振

興
局　
健
康
福

祉
環
境
部
（
☎

０
２
５
・
５
２

４・６
１
３
４
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは

詳しくは



も
よ
お
し
・
講
座

募
　
集

無
料
相
談

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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令
和
６
年
度
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
の 

応
募
締
め
切
り
は
３
月
10
日
㊊
で
す

　
健
康
診
査
や
が
ん
検
診
の
受
診
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
３
カ
月
以
上

継
続
し
た
運
動
習
慣
や
健
康
管
理

の
取
り
組
み
で
合
計
15
ポ
イ
ン
ト

以
上
を
貯
め
て
応
募
す
る
と
、
応

募
者
全
員
に
市
温
浴
施
設
な
ど
の

入
浴
券
１
回
分
ま
た
は
地
産
地
消

推
進
店
の
利
用
券
５
０
０
円
分
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、
市
宿

泊
施
設
の
宿
泊
利
用
券
や
メ
イ
ド・

イ
ン
上
越
認
証
品
な
ど
が
当
た
り

ま
す
。

対
18
歳
以
上
の
市
民　
申
問
専
用

サ
イ
ト
、
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
、
窓
口
へ

の
持
参
の
い
ず
れ
か
で
健
康
づ
く

り
推
進
課
（
☎
０
２
５・５
２
０・

５
７
１
２
）
へ　
他
令
和
５
年
度

応
募
者
全
員
プ

レ
ゼ
ン
ト
の
市

温
浴
施
設
等
入

浴
券
、
地
産
地

消
推
進
店
の
利

用
券
の
利
用
期

限
は
令
和
７
年

３
月
31
日
㊊
ま

で
で
す
。
お
早

め
に
ご
利
用
く

だ
さ
い

「
ウ
ィ
ズ
じ
ょ
う
え
つ
か
ら
の

お
た
よ
り
」を
発
行
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
家
庭
や
職
場
、
地
域

で
の
「
男
女
共
同
参
画
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
情
報
紙
「
ウ
ィ
ズ
じ
ょ

う
え
つ
か
ら
の
お
た
よ
り
」
を
年

４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
た
よ
り
は
、
市
役
所
木
田
第
一

庁
舎
１
階
や
、
各
総
合
事
務
所
、

南
・
北
出
張
所
な
ど
の
公
共
施
設

に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
・

５
２
７
・
３
６

２
４
）

男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

図
書
コ
ー
ナ
ー

　
男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
図
書

（
５
０
０
冊
超
、
内
訳
は
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
）
を
無
料
で
貸
し
出

し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
内
の

ス
ペ
ー
ス
で
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

時
平
日
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
、
土
曜
日
＝
午
前
９
時

～
午
後
５
時（
定
休
日
＝
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
、
毎
月
第
３
水

曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
））　

他
貸
し
出
し
に
は
氏
名
、
現
住
所

が
確
認
で
き
る

も
の
が
必
要
。

貸
し
出
し
は
１

回
あ
た
り
２
週

間
、
５
冊
ま
で　

問
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２

５
・
５
２
７
・

３
６
２
４
）

書
き
損
じ
は
が
き
を 

集
め
て
い
ま
す

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
地
雷
被
害
を

な
く
す
た
め
、

書
き
損
じ
は
が

き
な
ど
を
集
め

て
換
金
し
、
地

雷
撤
去
団
体
へ

寄
付
し
て
い
ま

す
。
は
が
き
２

～
３
枚
で
１
平
方
メ
ー
ト
ル
の
地

雷
撤
去
費
用
に
な
り
ま
す
。

対
書
き
損
じ
・
未
使
用
は
が
き
、

未
使
用
切
手
、
未
使
用
テ
レ
フ
ォ

ン
カ
ー
ド
、
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
な
ど　

申
問
令
和
７
年
３
月
31
日
㊊
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
で（
一
財
）カ
ン

ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
〒
814
・
0002�

福
岡
市
早
良
区
西
新

１
・
７
・
10
・
７
０
２
、
☎
０
９

２
・
８
３
３
・
７
５
７
５
）

詳しくは

詳しくは

詳しくは

過疎地域における事業用資産の課税免除�  問合せ…産業立地課（☎025-520-5736）

　令和６年に過疎地域内で取得などをした事業用資産（土地・家屋・償却資産のうち機械装置）は、
３年度間、固定資産税の課税免除を受けることができます。
　国税の優遇措置の適用を受けるには、税務申告前に事業用資産の取得などについて市の確認を受
ける必要がありますので、ご注意ください。適用要件など詳しくは市ホームページをご覧ください。
●主な適用要件

項　目 内　　容

対象地域 安塚区、浦川原区、大島区、牧区、柿崎区、吉川区、中郷区、板倉区、清里区、三和区、名立区

対象業種 製造業、情報サービス業等、農林水産物等販売業、旅館業

対象となる
固定資産

土　　地：取得後１年以内に工場などの建設に着手したもの
家　　屋：建物の新設や増設、改築、修繕など
償却資産：生産設備などの新設や増設
　　　　　※ただし、資本金が５千万円を超える法人は、新設または増設のみが対象

対象となる
取得価額

500万円以上
※対象者の資本金の規模に応じて異なる

※�このほか、過疎地域以外の地域でも設備投資などを支援するさまざまな優遇制度がありますので、問い合わせ
てください。

詳しくは
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公
的
年
金
な
ど
の 

源
泉
徴
収
票

　
令
和
６
年
分
と
し
て
支
払
わ
れ

た
年
金
の
金
額
や
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知
ら
せ

す
る
「
令
和
６
年
分
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
が
、
令
和
７
年

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
日

本
年
金
機
構
か
ら
発
送
さ
れ
る
予

定
で
す
。
源
泉
徴
収
票
は
確
定
申

告
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
非
課
税
の
年
金
（
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
）
を
受
給
し
て
い
る

人
に
は
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
の
確
定

申
告
に
利
用
で
き
る
源
泉
徴
収
票

の
電
子
デ
ー
タ
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
か
ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

問
上
越
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談

室（
☎
０
２
５・

５
２
４
・
４
１

１
５
）

１月分の都市ガス料金�  問合せ…ガス水道局総務課（☎025-522-5518）

使用量区分 １㎥当たりの単価（税込）
０～25㎥ 152.58円
26～150㎥ 150.81円
151㎥以上 149.35円

前月検針分に比べ１㎥当たり1.40円の値下げとなります。
※基本料金は変わりません。

　原料費調整制度により、８～10月
のLNG等平均原料価格（貿易統計値）
に基づく調整を行っています。

詳しくは

パブリックコメント（市民意見公募手続き）�

所公表場所＝各問い合わせ先、市政情報コーナー（市役所木田第一庁舎１階）、各総合事務所、南・
北出張所、市民プラザ、高田図書館、高田図書館浦川原分館、オーレンプラザ、教育プラザ、直江
津学びの交流館、ユートピアくびき希望館、市ホームページ

●意見募集結果の公表
案件名 意見募集結果の公表期間 問合せ

第４期上越市中心市街地活性化
プログラム（案） 令和7年１月14日㊋～２月13日㊍

産業政策課　商業・中心市街地活性化推進室
（☎025-520-5734、 chukatsu@city.
joetsu.lg.jp）

●意見募集
案件名 募集期間 問合せ

上越市犯罪被害者等支援条例（案）

12月25日㊌～令和７年１月23日㊍

市民安全課（☎025-520-5661、
shimin-anzen@city.joetsu.lg.jp）

上越市こども計画（案） こども家庭センター（☎025-520-5725、
kodomo@city.joetsu.lg.jp）

上越市一般廃棄物処理基本計画
（ごみ・食品ロス・生活排水・
災害廃棄物）（案）

生活環境課（☎025-526-5111（内線4113））、
seikatsu@city.joetsu.lg.jp）

上越市まち・ひと・しごと創生
長期ビジョン（令和７年改訂版）
（案）、第３期上越市まち・ひと・
しごと創生総合戦略（案）

総合政策課（☎025-520-5624、
sou-seisaku@city.joetsu.lg.jp）

●実施しない理由の公表
案件名 実施しない理由の公表期間 問合せ

上越市立地適正化計画の変更（案） 令和７年１月７日㊋～２月10日㊊ 都市整備課（☎025-520-5763）

詳しくは
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１月の献血バス運行日程�  問合せ…健康づくり推進課（☎025-520-5712）

市有財産を売却します�  申し込み・問合せ…資産活用課（☎025-520-5642）

　市が所有する不動産（土地）を、一般競争入札により売却します。売却物件について、詳しくは
市ホームページをご覧ください。
申入札参加申込書に必要事項を記入し、令和７年２月17日㊊までに資産活用課へ。入札参加申込
書は申込先にあるほか、市ホームページからダウンロードできます
●売却物件

詳しくは

も
よ
お
し
・
講
座

上
越
市
Ｕ・Ｉ
タ
ー
ン 

個
別
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会

　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
検
討
し
て
い

る
人
を
対
象
に
、
上
越
市
に
お
け

る
就
業
の
傾
向
や
仕
事
の
探
し
方
、

生
活
の
状
況
や
各
種
支
援
制
度
な

ど
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
市
外
に
お
住
ま
い
の
家
族
や

知
り
合
い
に
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

時
令
和
７
年
１
月
25
日
㊏
午
前
10

時
～
午
後
５
時
（
１
人
45
分
間
）　

定
６
人
程
度　

※
定
員
を
超
え

た
場
合
は
調
整　

他
相
談
時
刻
な

ど
は
申
込
者
に

直
接
お
知
ら
せ　

申
問
１
月
20
日

㊊
正
午
ま
で
に

多
文
化
共
生
課

（
☎
０
２
５
・

５
２
０
・
５
６

７
４
）

令
和
７
年 

上
越
市
消
防
出
初
式

時
所
令
和
７
年
１
月
12
日
㊐　

○�

式
典
＝
上
越
文
化
会
館
（
午
前

９
時
30
分
～
10
時
20
分
）

　
※
式
典
は
一
般
見
学
不
可

○�

消
防
車
両
パ
レ
ー
ド
＝
謙
信
公

大
橋
～
か
に
池
交
差
点
手
前（
午

前
11
時
10
分
～
）　

※
周
辺
道

路
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

○�

は
し
ご
登
り
の
実
演
な
ど
＝
イ

オ
ン
上
越
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
（
午
前
11
時
40
分
～
）

問
危
機
管
理
課
（
☎
０
２
５
・
５

２
０
・
５
６
６
７
）

普
通
救
命
講
習

　
成
人
の
心
肺

蘇
生
法
、
異
物

除
去
、
止
血
法

な
ど
を
学
び
ま

す
。

時
令
和
７
年
２

月
16
日
㊐
午
前

９
時
～
正
午　
所
上
越
地
域
消
防

局　
定
30
人
（
申
込
順
）　
申
問

１
月
27
日
㊊
～
２
月
２
日
㊐
の
間

に
上
越
消
防
署
（
☎
０
２
５
・
５

４
４
・
０
１
１
９
）

　病気やけがの治療に必要な輸血用血
液は、皆さんからの善意の献血が頼り
です。積極的なご協力をお願いします。
　新潟県赤十字血液センターでは、献
血Web会員サービス「ラブラッド」
からの予約をおすすめしています。会
員でない人や初めての人も利用でき、
スムーズな受け付けや計画的な血液供
給に役立ちます。

会　　場 実施日 受付時間
イオン上越店
実施：毎月第１火曜日／
　　　第３・４日曜日

７日㊋
19日㊐
26日㊐

10：00～12：00
13：30～16：00

上越環境科学センター
９日㊍

10：00～11：30

上越市役所 10：00～11：30
13：00～15：30

株式会社�丸互
27日㊊

10：00～11：30

大潟コミュニティプラザ 13：30～15：30

詳しくは

献血キャラクター
けんけつちゃん

詳しくは

冬は献血してくれる
人が少ないんだ

63

若竹寮

御殿山町

西安寺

上昭和町

御殿山
公園

物件所在地

N

13

川浦郵便局

三和区日和町

三和区番町

大字四辻町

飯
田
川 物件

所在地

N

〒

①御殿山町地内 宅地（旧若竹寮敷地） ②三和区野地内 宅地
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冬
の
絵
看
板
ま
つ
り

　
本
町
商
店
街
の
老
舗
の
歴
史
や
、

も
の
が
た
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
絵

看
板
が
印
刷
さ
れ
た
す
ご
ろ
く
を

使
っ
て
、
実
際
の
お
店
を
巡
る
ほ

か
、
商
店
街
の
飲
食
店
が
開
発
し

た
地
元
名
物
「
す
る
て
ん
」
の
新

メ
ニ
ュ
ー
の
食
べ
比
べ
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
雛
ま
つ

り
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

時
令
和
７
年
1
月
25
日
㊏
午
前
10

時
～
午
後
4
時　
所
高
田
ま
ち
か

ど
交
流
館　
問
高
田
本
町
百
年
商

店
街
実
行
委
員
会
（
☎
０
２
５
・

５
２
５
・
２
５
０
１
）

じ
ょ
う
え
つ
歴
史
講
座 

調
査
報
告
編 

「
原は

ら
山や

ま
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
」

　
発
掘
調
査
や
出
土
品
の
整
理
作

業
で
分
か
っ
た
、「
原
山
遺
跡
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。
座
学
終

了
後
、「
参
加
者
同
士
の
語
り
合
い
」

を
行
い
ま
す
。（
希
望
者
の
み
）

時
令
和
７
年
１
月
11
日
㊏
午
前
９

時
30
分
～
10
時

30
分　
所
釜
蓋

遺
跡
ガ
イ
ダ
ン

ス　
問
文
化
行

政
課
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・

９
２
６
９
）

ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
教
室

　
専
用
の
ラ
イ
ン
の
上
で
、
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
歩
い
た
り

ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
し
て
体
幹
を
鍛

え
ま
せ
ん
か
。

時
令
和
７
年
２
月
１
日
～
22
日
の

間
の
毎
週
土
曜
日
（
全
４
回
）

午
後
６
時
～
７
時　
所
ジ
ム
リ
ー

ナ　
対
６
歳
以
上
※
未
就
学
児
の

場
合
は
、
保
護
者
と
共
に
申
し

込
み
が
必
要　
定
20
人
（
抽
選
）　

費
千
円　
申
問
１
月
15
日
㊌
ま
で

に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
ま
た

は
ス
ポ
ー
ツ
推

進
課
（
☎
０
２

５
・
５
４
５
・

９
２
４
６
、

sports-k@
city.joetsu.
lg.jp

）
第
５
回「
上
越
市
親
の
会
」

　
子
ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

不
安
や
悩
み
（
不
登
校
や
ひ
き
こ

も
り
な
ど
）
を
持
つ
保
護
者
の
皆

さ
ん
の
た
め
の
会
で
す
。
少
し
肩

の
力
を
抜
い
て
話
を
し
た
り
聞
い

た
り
し
な
が
ら
、
解
決
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

時
令
和
７
年
１
月
25
日
㊏
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　
所
教
育
プ

ラ
ザ　
問
青
少
年
健
全
育
成
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
２

５
・
５
４
４
・

４
６
９
０
）

上
越
ｅ-

ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ 

Ｃ
Ｕ
Ｐ
２
０
２
５

　
上
越
５
ｅ
協
議
会
で
は
、
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
競
技
タ
イ
ト
ル
は「
ス

ト
リ
ー
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
６
」で
す
。

当
日
は
自
由
に
観
戦
可
能
な
ほ
か
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
ブ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

時
令
和
７
年
２
月
９
日
㊐
午
前
10

時
～
午
後
４
時　

�

所
オ
ー
レ
ン
プ

ラ
ザ　
対
上
越

地
域
在
住
の
人　

定
64
人（
抽
選
）　

申
１
月
26
日
㊐

ま
で
に
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら　

�

問
上
越
５
ｅ
協

議
会
事
務
局

（
☎
０
２
５
・

５
４
３
・
１
１

０
５
）

冬
の
親
子
防
災
教
室

　
雪
崩
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、

親
子
で
雪
の
怖
さ
を
学
ぶ
防
災
教

室
で
す
。
雪
崩
実
験
や
防
災
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
、
捜
索
体
験
な
ど
を
行

い
ま
す
。

時
令
和
７
年
２
月
15
日
㊏
午
前
９

時
～
11
時
30
分　
所
地
す
べ
り
資

料
館
（
板
倉

区
猿
供
養
寺
）　

対
小
学
生
と
そ

の
保
護
者　
定

15
組
30
人
（
抽

選
）　
申
問
１

月
31
日
㊎
ま
で

に
妙
高
砂
防
事

務
所
（
☎
０
２

５
５
・
７
２
・

４
１
４
１
）

く
る
み
家
族
園 

イ
ベ
ン
ト
湯

所
問
く
る
み
家
族
園（
☎
０
２
５・

５
４
４
・
７
４
４
０
）

●
イ
ベ
ン
ト
湯

時
日
本
酒
の

湯
＝
令
和

７
年
１
月
13

日
㊊
・
㊗
午

前
10
時
～
午

後
８
時
30
分　

費
一
般
４
２

０
円
、
小
・

中
学
生
２
１
０
円
（
シ
ニ
ア
パ
ス

ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど
の
提

示
に
よ
る
割
引
制
度
あ
り
）

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会 

「
つ
ど
い
」

　
認
知
症
の
人

や
介
護
家
族
、

認
知
症
の
介
護

に
関
心
が
あ
る

人
を
対
象
に
情

報
交
換
や
悩
み
な
ど
を
聞
き
ま
す
。

時
令
和
７
年
１
月
18
日
㊏
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　
所
市
民
プ

ラ
ザ　
費
２
０
０
円　
問
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
新
潟
県
支
部
上

越
地
区
田
中
さ
ん
（
☎
０
９
０
・

１
４
２
３
・
０
６
７
５
）

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー「
初
孫
が
や
っ
て
き
た
！

今
ど
き
の
子
育
て
講
座
」

　
こ
れ
か
ら
孫
を
持
つ
人
、
孫
を

育
て
て
い
る
人
が
対
象
の
講
座
で

す
。
助
産
師
を
講
師
に
最
近
の
子

育
て
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

時
令
和
７
年
２
月
８
日
㊏
午
前
10

時
～
正
午　
所
市
民
プ
ラ
ザ　
定

30
人
（
抽
選
）　
申
問
１
月
25
日

㊏
ま
で
に
オ
ー

レ
ン
プ
ラ
ザ
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
５
・

５
２
５
・
０
３

５
５
）
ま
た
は

二
次
元
コ
ー
ド

か
ら

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは

詳しくは
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正
善
寺
工
房 

「
加
工
体
験
教
室
」

申
問
申
し
込
み
方
法
や
定
員
な
ど

詳
し
く
は
、
正
善
寺
工
房
（
☎
０

２
５
・
５
２
３
・
０
６
２
１
）

●
旬
の
地
場
野
菜
料
理
教
室

時
令
和
７
年
1
月
28
日
㊋
午
前
10

時
～　
費
１
８
０
０
円

●
味
噌
作
り
教
室

時
毎
週
水
曜
日
午
後
1
時
30
分
～　

費
４
５
０
０
円（
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
～
）

●
チ
ョ
コ
の
お
菓
子
作
り
教
室

時
2
月
5
日
㊌
午
前
10
時
～

費
２
０
０
０
円

●
竹
灯
籠
作
り

時
2
月
8
日
㊏
午
後
１
時
30
分
～　

費
５
０
０
円

親
子
ぷ
ち
キ
ャ
ン
プ 

in
桑
取
谷

　
桑
取
谷
で
、
雪
上
散
策
や
雪
遊

び
、
雪
の
実
験
、
焚
き
火
体
験
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
親

子
で
楽
し
み
ま
す
。

時
令
和
７
年
２
月
２
日
㊐
、
９
日

㊐
、
16
日
㊐
午
前
９
時
～
正
午　

所
癒
し
の
森
（
く
わ
ど
り
湯
っ
た

り
村
の
奥
）　
定
各
日
15
人
（
申

込
順
）　
対
未
就
学
児
～
小
学
生

と
そ
の
親　
費
３
０
０
０
円
（
親

子
２
人
１
組
の
料
金
）
※
追
加
す

る
場
合
、大
人
１
人
１
０
０
０
円
、

子
ど
も
１
人
５
０
０
円　
申
１
月

５
日
㊐
以
降
に
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
か
ら　
問
か
み
え
ち
ご
山
里

フ
ァ
ン
俱
楽
部

（
☎
０
２
５
・

５
４
１
・
２
６

０
２
）

上
越
科
学
館
の
も
よ
お
し

●
科
学
工
作
教
室

　
「
レ
ジ
ン
で
つ
く
る
キ
ラ
キ
ラ

葉
脈
標
本
」

　
葉
っ
ぱ
の
葉
肉
を
取
り
除
き
、

レ
ー
ス
の
よ
う
に
な
っ
た
葉
脈
を

加
工
し
て
葉
脈
標
本
を
作
り
ま
す
。

時
令
和
７
年
１
月
18
日
㊏
午
後
２

時
～
３
時
30
分　
定
20
人
（
申
込

順
）　
費
５
０
０
円（
入
館
料
別
途
）

所
申
問
１
月
６
日
㊊
以
降
に
上
越

科
学
館
（
☎
・

ＦＡＸ
０
２
５
・
５

４
４
・
３
９
３

９
）こ

う
み
ん
か
ん 

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ

　
う
ご
く
・
あ
そ
ぶ
・
ま
な
ぶ
を

テ
ー
マ
に
、中
高
生
が
中
心
と
な
っ

て
企
画
・
運
営
す
る
公
民
館
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
申
し
込
み
は
不
要

で
す
が
、
人
数
制
限
の
あ
る
コ
ー

ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
保
護
者
向
け

講
座
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

時
令
和
７
年
２
月
１
日
㊏
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分　
所
有
田
地

区
公
民
館
（
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
）　
対
小
・
中
学
生　
定
○

切
り
絵
教
室
・
手
作
り
ビ
ー
ズ
＝

各
20
人
、
○
ミ
ニ
手
話
講
座
＝
15

人
、
○
ス
ラ
イ
ム
づ
く
り
＝
54
人

※
い
ず
れ
も
当
日
先
着
順　
費
工

作
の
材
料
費　

問
社
会
教
育
課

（
☎
０
２
５
・

５
４
５
・
９
２

６
８
）

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
プ
ー
ル 

新
春
初
泳
ぎ
イ
ベ
ン
ト・ 

初
泳
ぎ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

●
新
春
初
泳
ぎ
イ
ベ
ン
ト

　
令
和
７
年
１
月
４
日
㊏
は
終
日

入
館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

時
午
前
10
時
～
午
後
７
時
30
分

●
初
泳
ぎ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
プ
ー
ル
の
中
で
宝
探
し
や
水
中

バ
レ
ー
な
ど
を
し
て
遊
び
ま
す
。

時
１
月
４
日
㊏
午
前
10
時
30
分
～

正
午　
対
お
む
つ
が
取
れ
て
い
る

幼
児
か
ら
小
・
中
学
生
（
未
就

学
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）　

問
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
プ
ー
ル

（
☎
０
２
５
・

５
２
４
・
３
１

３
０
）

カ
ラ
オ
ケ
バ
ト
ル 

in 

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ 

２
０
２
５　
観
覧
者
募
集

　
上
越
市
・
妙
高
市
・
糸
魚
川
市

の
歌
自
慢
が
集
結
す
る
カ
ラ
オ
ケ

大
会
の
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

特
別
ゲ
ス
ト
は
演
歌
歌
手
の
徳
永

ゆ
う
き
さ
ん
で
す
。

時
○
予
選
＝
令
和
７
年
２
月
15
日

㊏
、
○
決
勝
＝
16
日
㊐
午
前
９
時

20
分
～
、
○
特
別
公
演
＝
16
日
㊐

午
後
３
時
～　
所
糸
魚
川
市
民
会

館　
費
入
場
料
＝
予
選
大
会
１
０

０
０
円
、決
勝
大
会
１
０
０
０
円
、

特
別
公
演
３
５
０
０
円
（
特
別
公

演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
た
人
は
、

決
勝
大
会
も
観
覧
可
能
）　
他
チ

ケ
ッ
ト
販
売
中（
上
越
文
化
会
館
、

妙
高
市
文
化
ホ
ー
ル
、
糸
魚
川
市

民
会
館
ほ
か
※
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
も
購
入
可
能
）　
問
実
行
委
員

会
の
石
塚
さ
ん

（
☎
０
８
０
・

２
５
５
２
・
２

８
３
３
）

詳しくは詳しくは

詳しくは 詳しくは

詳しくは



お
知
ら
せ

も
よ
お
し
・
講
座

募
　
集

無
料
相
談

も
よ
お
し
・
講
座

2025・１　広報 じょうえつ 24

ゆ
き
み
ら
い
２
０
２
５ 

in 
上
越

　
「
ゆ
き
み
ら
い
」
は
北
海
道
、

東
北
、
北
陸
地
方
の
各
都
市
で
毎

年
持
ち
回
り
で
開
催
し
て
お
り
、

今
年
は
上
越
市
で
開
催
し
ま
す
。

雪
国
の
歴
史
・
文
化
の
継
承
、
克

雪
・
利
雪
に
関
す
る
新
技
術
、
産

業
振
興
、
地
域
活
性
化
な
ど
幅
広

い
テ
ー
マ
で
情
報
発
信
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
研

究
発
表
会
、
見
本
市
、
除
雪
機
械

展
示
・
実
演
会
を
行
い
ま
す
。

時
令
和
７
年
１
月
30
日
㊍
、
31
日

㊎　
所
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越　

問
ゆ
き
み
ら
い
２
０
２
５
ｉ
ｎ
上

越
実
行
委
員
会
事
務
局
（
北
陸
地

方
整
備
局　
☎

０
２
５
・
３
７

０・６
６
８
７
）

上
越
人
材
ハ
イ
ス
ク
ー
ル 

受
講
生
募
集

○
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

○
Ｊ
Ｗ-

Ｃ
Ａ
Ｄ

○
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

申
問
上
越
人
材

ハ
イ
ス
ク
ー
ル

（
☎
０
２
５
・

５
２
３
・
２
６

９
０
）

静岡茶とスイーツを楽しむ「するがヌーン茶
ティー
」

　日本一高い富士山を望む山地から日本一深い駿河湾まで、多
彩な地形・気候が特徴の静岡県中部「するが地域」は、自然環
境の違いにより、お茶の味や香り、見た目も個性にあふれてい
ます。
　「するがヌーン茶」は、2種類以上の静岡茶とスイーツを組
み合わせたアフタヌーンティーです。するが地域の茶農家、製
茶問屋、カフェなど29店舗で提供されます。静岡茶の多様な
味わいと、こだわりのスイーツとのペアリングを堪能できるよ
う、参加店舗が独自にメニューを開発しています。ここでしか
出会えない、まだ見ぬお茶の世界をのぞいてみませんか。
時令和７年２月まで（期間は店舗により異なりますので、ホー
ムページでご確認ください）　問（公財）するが企画観光局（☎
054-251-5880）

詳しくは

集客プロモーション
パートナー都市 からのお知らせ静岡県静岡市

詳しくは詳しくは

　空き家の所有者や将来的に空き家を
相続する可能性のある人などを対象に、
生家が空き家になりうる場合に準備し
ておくことや空き家になった場合の有
効な活用事例についてお話しします。また、セミナー
終了後に空き家に関する個別相談会を行います（秘
密厳守）。
時令和７年２月15日㊏午後１時30分～４時30分　
所市民プラザ
●第１部　空き家利活用セミナー（事前申し込み不要）
時午後１時30分～３時　定70人（当日先着順）　
講不動産事業者
●第２部　個別相談会（要事前申し込み）
時午後３時～４時30分（１人当たり20～30分間）　
定９人（超過した場合は、抽選で相談者を決定し、
相談時刻を別途お知らせ。抽選で外れた場合も別途
お知らせ。）　申問１月29日㊌までに建築住宅課（☎
025-520-5786）

空き家利活用セミナー・個別相談会�
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　大潟区出身の小山作之助の生誕160周年を記念した
イベントを開催します。
時令和７年２月23日㊐・㊗午後１時30分～４時（午
後０時30分開場）　所大潟コミュニティプラザ　他内
容＝小山作之助の縁戚者・杉田玄

ふかし
氏（大潟区杉田医院）

による記念講演、後藤丹
まこと
氏（上越教育大学名誉教授）

による楽曲紹介、ゲスト出演（県音楽コンクール声楽
部門大賞受賞者の梅澤ゆきのさん）、地元合唱団の出

演、資料パネル展示（申込不要）など　定100人（抽選）　
申12月25日㊌～令和７年１月31日㊎の間に、大潟区
教育・文化グループへ電話またはメールで申し込み。
メールで申し込む場合、メールの件名を「小山作之助
生誕160周年記念フェスタ申込」とし、本
文に氏名、電話番号、住所を記載してくだ
さい。※当選者には、後日、整理券を発送
します

詳しくは

小山作之助生誕160周年記念フェスタ
 問合せ…小山作之助生誕160周年記念事業実行委員会（大潟区教育・文化グループ、☎025-534-6808、 koyama-sakunosuke_kinenjigyou@city.joetsu.lg.jp）

　1911年（明治44年）１月12日、当時のオーストリア＝ハンガリー帝国の軍人レルヒ少佐が、上越市にて日
本で初めての本格的なスキー指導をしました。この日を（公財）全日本スキー連盟など全国のスキー関係団体が、
平成14年に ｢スキーの日｣ と制定しました。
　この「スキーの日」を全国にPRし、その普及と発展に寄与するため、レルヒ少佐の偉業を顕彰するイベント
を開催します。

●１月12日「スキーの日」記念イベント
時令和７年１月12日㊐
○顕彰会
　市指定文化財の「一本杖スキー
術」の披露やレルヒ像への献花
を行います。献花は誰でも参加
できますが、献花用の一輪花は
自身で用意してください。
時午後１時～　所金谷山スキー
場レルヒ像前（荒天の場合は日本スキー発祥記念館）　
問スポーツ推進課（☎025-545-9246）
○関連イベントなど
①日本スキー発祥記念館入館無料
　市指定文化財の「日本スキー関係資料（スキー用具、
製作道具など）」をご覧いただけます。
時午前９時～午後４時30分　問歴史博物館（☎025-
524-3120）
②金谷山スキー場リフト搭乗無料
　（営業時のみ）
※未就学児は搭乗不可
時午前9時～午後4時30分　問観光振興課
（☎025-520-5744）

●レルヒ祭－日本スキー発祥114周年－
時２月１日㊏、２日㊐　※積雪状況や天
候により中止となる場合あり　所金谷山
スキー場、高田本町商店街ほか　問レル
ヒ祭実行委員会事務局（（公社）上越観
光コンベンション協会内、☎025-543-2777）
●金谷山スキー場
○レルヒ屋台村
　さまざまなグルメブースが出店します。オーストリ
アのビール・フードブースや、ここでしか味わえない
限定メニューなどもお楽しみください。
時２月１日㊏正午～午後７時30分、２日㊐午前９時
30分～午後３時
○ミュージックスターマイン
　冬の夜空に打ち上がる大迫力の花火をご覧ください。
時２月１日㊏午後７時頃～※天候などにより延期する
場合あり
●高田本町商店街など
○ガチ盛りまつり
　高田地区の飲食店で「ガチ盛りメニュー�（通常の約
3.5倍以上の量）」が楽しめます。
時２月１日㊏～28日㊎　所本町、仲町の参加飲食店

日本スキー発祥関連イベント�

詳しくは

詳しくは
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霊
園
の
墓
地
使
用
者

　
い
ず
れ
も

管
理
料
は

年
額
２
千

円
（
今
年
度

分
は
月
割
り

額
）
で
、
申

込
締
切
日
は

令
和
７
年
１
月
31
日
㊎
で
す
（
応

募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

●
柿
崎
霊
園

定
①
２
区
画（
６
平
方
メ
ー
ト
ル
）、

②
１
区
画
（
４
平
方
メ
ー
ト
ル
）　

費
永
代
使
用
料
＝
①
45
万
円
、
②

30
万
円　
申
問
柿
崎
区
総
合
事
務

所
（
☎
０
２
５
・
５
３
６
・
６
７

０
４
）

●
中
郷
霊
園

定
①
５
区
画（
６
平
方
メ
ー
ト
ル
）、

②
１
区
画
（
４
平
方
メ
ー
ト
ル
）　

費
永
代
使
用
料
＝
①
20
万
４
千
円
、

②
13
万
６
千
円　
申
問
中
郷
区
総

合
事
務
所
（
☎
０
２
５
５・７
４・

２
６
９
１
）

上
越
市
環
境
政
策 

審
議
会
委
員

　
環
境
の
保
全
お
よ
び
一
般
廃
棄

物
の
減
量
な
ど
に
関
す
る
事
項
を

審
議
し
ま
す
。
会
議
は
年
２
回
程

度
（
平
日
の
日
中
）
で
す
。

定
３
人　
対
市
内
に
居
住
ま
た
は

通
勤
・
通
学
す
る
人　
他
○
任
期

＝
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
２
年

間　
○
報
酬
＝
会
議
１
回
に
つ
き

５
千
円（
交
通
費
別
途
）　
申
問
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

応
募
動
機
（
４
０
０
字
程
度
、
様

式
任
意
）
を
添
え
て
、
令
和
７
年

１
月
31
日
㊎
ま
で
に
環
境
政
策
課

（
☎
０
２
５・５

２
０
・
５
６
８

９
）へ
。応
募
用

紙
は
環
境
政
策

課
、
生
活
環
境

課
、
各
総
合
事

務
所
、
南
・
北

出
張
所
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

上
越
市
み
ん
な
で
防
犯
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
委
員

　
犯
罪
の
防
止
に
配
慮
し
た
、
安

全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し

ま
す
。
会
議
は
年
１
回
程
度
（
平

日
の
日
中
）
で
す
。

対
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
18
歳
以
上
の
人　
定
２
人　

他
○
任
期
＝
令
和
７
年
４
月
１
日

募
　
集

か
ら
２
年
間　
○
報
酬
＝
会
議
１

回
に
つ
き
５
千
円（
交
通
費
別
途
）　

申
問
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、「
応
募
動
機
お
よ
び
安
全

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
提

案
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
を
添

え
、
令
和
７
年

１
月
６
日
㊊
～

２
月
６
日
㊍
の

間
に
市
民
安
全

課（
☎
０
２
５・

５
２
０
・
５
６

６
１
）へ
。応
募

用
紙
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

令
和
７
年
度 

学
校
運
営
協
議
会
公
募
委
員

　
市
立
幼
稚
園
、
小
学
校
お
よ
び

中
学
校
に
設
置
す
る
学
校
運
営
協

議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
）
で
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針

の
承
認
や
学
校
評
価
な
ど
に
関
わ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
申
し
込
み
先

な
ど
に
あ
る
募
集
案
内
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対
○
幼
稚
園
＝
市
内
に
在
住
す
る

市
民　
○
小
・
中
学
校
＝
各
校
区

内
に
在
住
す
る
市
民　
定
各
校
２

人
以
内　
申
問
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
小
論
文
を
添
え

て
令
和
７
年
２
月
12
日
㊌
ま
で
に

学
校
教
育
課

（
☎
０
２
５
・

５
４
５
・
９
２

４
４
）
へ
。
応

募
用
紙
は
応
募

先
、
各
学
校
な

ど
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

「
広
報
上
越
」お
よ
び「
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」 

令
和
７
年
度
分
の
年
間
の
広
告
枠
を 

入
札
方
式
で
販
売

時
契
約
期
間
＝
令
和
７
年
４
月
１

日
㊋
～
令
和
８
年
３
月
31
日
㊋　

定
募
集
枠
数
＝
広
報
上
越
14
枠
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
10
枠　
申
問
入

札
参
加
申
込
書
、
入
札
書
（
兼
見

積
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

会
社
経
歴
や
業
務
内
容
な
ど
が
分

か
る
資
料（
様
式
自
由
）を
添
え
て
、

令
和
７
年
１
月
８
日
㊌
～
２
月
６

日
㊍
の
間
に
広
報
対
話
課
（
☎
０

２
５
・
５
２
０
・
５
６
１
４
）
へ
。

様
式
は
広
報
対
話
課
、
各
総
合
事

務
所
、
南
・
北
出
張
所
に
あ
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

詳しくは

詳しくは

詳しくは詳しくは
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令和７年度　会計年度任用職員（非常勤の職員）�

　任用条件や受験資格、申込方法、様式など、詳しくは申込先、南・北出張所、各総合事務所、市
ホームページにある募集案内をご覧ください。試験は個別面接で行います。各試験の日時・会場な
どは申込者に通知します。
※�いずれも任期は１年以内（合格者は採用候補者名簿に登録し、令和７年４月１日㊋以降、欠員に
応じて採用）。
※給料または報酬は、令和６年度実績。
●事務職員	
時試験日＝２月２日㊐　他○勤務地＝市役所木田庁舎、各総合事務所など　○提出書類＝事務職員：①受験申込
書�②履歴書�③職務経歴書（①②は指定様式、③は任意様式）　事務職員（障害のある人）：受験申込書、履歴書（い
ずれも指定様式）　申問１月６日㊊～20日㊊（必着）の間に提出書類（封筒の表に「令和７年度会計年度任用職
員申込」と朱書き）を人事課（☎025-520-5617）

区分 募集人数 主な勤務時間 給料または報酬

パートタイム勤務
50人程度

午前９時～午後３時50分 122,000円/月
（５時間50分/日、週５日勤務の場合）

フルタイム勤務 午前８時30分～午後５時15分 162,100円/月
（７時間45分/日、週５日勤務の場合）

障害のある人
（事務職員） １人程度 午前９時～午後４時（応相談） 125,400円/月

（６時間/日、週５日勤務の場合）

※�勤務日、勤務時間や時間外勤務の有無は、配属先や担当業務により異なります。勤務日などの希望は、面接時
にお聞きします。ただし、希望に添えない場合もあります。

●子育てひろば業務	
定６人程度　他○勤務時間＝午前９時～午後３時45分（休憩45分）　○勤務地＝市内の公立子育てひろば　○報
酬＝136,300円/月　○提出書類＝①受験申込書�②履歴書�③職務経歴書�④資格証の写し（①②は指定様式、③
は任意様式）　申問１月８日㊌～２月７日㊎（必着）の間に提出書類をこども家庭センター（☎025-520-5725）

●保育士、調理員	
時試験日＝２月９日㊐　他○勤務地＝市立保育園　○提出書類＝①受験申込書�②履歴書�③資格証の写し（①②
は指定様式、③は有資格者のみ）　申問１月27日㊊（必着）までに提出書類を幼児保育課（☎025-520-5720）
職種 募集人数 勤務時間 給料または報酬

保育士 40人程度

午前７時15分～午後７時15分の
うち７時間45分
（シフト勤務。主な勤務時間は午
前８時30分～午後５時）

保育士資格または幼稚
園教諭免許の有資格者 176,100円/月

無資格者 166,600円/月

調理員 10人程度

午前７時15分～午後５時のうち４
時間または６時間
（シフト勤務。主な勤務開始時刻は
午前８時、８時15分または８時30分）

調理師免許または栄養
士資格の有資格者

� 84,000円（４時間/日勤務の場合）
126,100円（６時間/日勤務の場合）

無資格者 � 83,500円（４時間/日勤務の場合）
125,200円（６時間/日勤務の場合）

※「有資格者」には、令和７年３月末までに資格を取得する見込みの人も応募できます。
※採用は有資格の受験者を優先します。

詳しくは
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●ホームページ管理・作成員
時試験日＝２月21日㊎　定１人　他○勤務時間＝午前９時10分～午後４時　○勤務地＝広報対話課　○報酬＝
147,600円/月　○提出書類＝①受験申込書�②履歴書�③職務経歴書（①②は指定様式、③は任意様式）　申問１
月８日㊌～２月６日㊍（必着）までに提出書類を広報対話課（☎025-520-5614）

●教育委員会会計年度任用職員
時試験日＝２月８日㊏　所試験会場＝教育プラザ　他○勤務地＝市立小・中学校など　○提出書類＝受験申込書、
履歴書（いずれも指定様式）　申問１月23日㊍（必着）までに提出書類（封筒の表に「令和７年度会計年度任用
職員（職種）申込）」と朱書き�※職種には第１希望の職種を記入）を学校教育課（☎025-545-9244）

職種 職務内容 募集人数 勤務時間 給料または報酬

教育補助員

通常の学級で支援が必要な児童生
徒の教育活動の支援など（①）
※�児童クラブでの勤務がある場合
は②

15人程度

①�午前８時～午後４時のうち
６時間30分

②�午前８時～午後６時のうち
７時間45分

①174,400円/月
②208,000円/月

介護員 特別支援学級に在籍する児童生徒
の学校生活の援助など 20人程度 午前８時～午後５時のうち

６時間50分 150,600円/月

ＬＤ（学習障害）
指導員

児童生徒の認知特性に合わせた個
別の学習指導など ２人程度 午前８時30分～午後０時30分

（４時間） 123,700円/月

生徒指導支援員 生徒指導上の問題を抱える生徒へ
の支援および相談など １人程度 午前８時～午後５時のうち

５時間50分または７時間45分

156,500円/月
または
208,000円/月

放課後児童クラブ
支援員 放課後留守家庭の児童に対する遊

びを中心とした活動の支援、放課
後児童クラブの事務的な業務など

20人程度 週20時間勤務
90,800円/月

放課後児童クラブ
補助員 85,900円/月

学校訪問
カウンセラー

児童生徒、教職員および保護者と
の教育相談、教職員の研修会や協
議会での援助および助言など

１人程度 午前９時10分～午後４時
（５時間50分） 156,500円/月

不登校児童生徒教育
支援室指導員

不登校児童生徒教育支援室に通級
する児童生徒の生活指導、学習指導・
教育相談、不登校の児童生徒の家
庭および学校訪問

１人程度 午前９時～午後３時50分
（５時間50分） 156,500円/月

●学校用務員
時試験日＝２月１日㊏　所試験会場＝教育プラザ　定４人程度　他○勤務地＝市立小・中学校　○提出書類＝①
受験申込書�②履歴書�③職務経歴書（①②は指定様式、③は任意様式）　※勤務時間、報酬については問い合わ
せてください　申問１月８日㊌～22日㊌（必着）の間に提出書類を教育総務課（☎025-545-9261）

●公民館主事
時試験日＝２月12日㊌、13日㊍、14日㊎　所試験会場＝教育プラザ　定３人程度　他○勤務時間＝午前９時～
午後４時（土・日曜日、時間外勤務あり）　○勤務地＝市内の地区公民館　○報酬＝136,300円/月　○提出書
類＝①受験申込書�②履歴書�③職務経歴書（①②は指定様式、③は任意様式）　申問１月24日㊎（必着）までに
提出書類を社会教育課（☎025-545-9268）

●図書館職員
時試験日＝２月15日㊏　所試験会場＝高田図書館　他○勤務地＝高田図書館、直江津図書館、高田図書館浦川
原分館・頸城分館のいずれか　○提出書類＝①受験申込書�②履歴書�③職務経歴書�④資格証の写し（①②は指定
様式、③は任意様式、④は有資格者のみ）　申問１月15日㊌～２月４日㊋（必着）の間に提出書類を高田図書館
（☎025-523-2603）または直江津図書館（☎025-545-3232）

職種 募集人数 主な勤務時間 給料または報酬
図書館司書
（有資格者） ４人程度 午前９時～午後８時15分のうち６時間

（シフト勤務。土・日曜日、祝日勤務あり） 151,800円/月

図書館司書
（無資格者） ５人程度 午前９時～午後８時15分のうち６時間または７時間

（シフト勤務。土・日曜日、祝日勤務あり）
６時間：127,200円/月
７時間：148,400円/月
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予　約
問合せ

問合せ

と　き
ところ

と　き
ところ

対15歳～49歳の就労に悩む人や
その家族

家庭内の問題、近隣間のもめ事や
名誉毀

き

損
そん

、いじめなどの人権問題
の相談

上越地域若者サポート
ステーション出張相談会

特設人権相談所

上越地域若者サポートステー
ション（☎025-524-3185）
※予約は前日午後５時まで

新潟地方法務局上越支局
（☎025-525-4163）

１月23日㊍午後２時～４時・
ハローワーク上越

１月20日㊊午前９時30分～
午後０時30分・市民プラザ

要
予約

予約
不要

農林水産物などの販売促進や農業
者が取り組む農産加工の課題、悩
み事などに関する相談

中小企業者を対象とする法律相談
（１件30分程度）

産業政策課
（☎025-520-5729）

１月20日㊊午後１時～５時・
市役所木田第二庁舎

予　約
問合せ

と　き
ところ

国が設置した事業承継の窓口機関
の専門家による相談会
対中小企業者

事業承継・引継ぎに
関する個別相談会

要
予約

農村振興課
（☎025-520-5751）

三和商工会
（☎025-532-2192）

１月21日㊋午前９時～正午・
上越文化会館

１月16日㊍午前10時～正午・
三和商工会

予　約
問合せ

予　約
問合せ

と　き
ところ

と　き
ところ

農林水産物等マーケティング
活動個別相談会

弁護士による法律相談

要
予約

要
予約

対障害者手帳を持っているまたは
診断を受けている人で、就労を目
指している人

障がい者就業・生活支援セン
ターさくら
（☎025-538-9087）

１月16日㊍午前10時～正午・
福祉交流プラザ

予　約
問合せ

と　き
ところ

障害のある人の
就労相談会

要
予約

問合せ

と　き
ところ

予　約
問合せ

と　き
ところ

創業や経営改善、資金繰りなど、
経営に関する個別の相談（１件
60分以内）

経営に関する
個別相談会

産業政策課　商業・中心市街
地活性化推進室
（☎025-520-5734）

１月30日㊍午後１時30分～
４時50分・市役所木田第二
庁舎

要
予約

相談は電話、面談のどちらでも可
対認知症の人やその家族

認知症に関する相談

新潟県認知症コールセンター
（☎025-281-2783)

月～金曜日の午前９時～午後
５時（祝日、年末年始を除く）・
新潟ユニゾンプラザ（新潟市
中央区上所）

問合せ

と　き
ところ

予約
不要

先輩起業家との起業方法や起業後
の留意点などに関する相談
対起業を検討中、起業後間もない
人

起業支援相談窓口

bibit（ビビット）スタート
アップ相談所
（☎050-5527-6242）

月～土曜日の午前９時～午後
５時（祝日を除く）・bibit（ビ
ビット)（本町４）

予約
不要

建築住宅課
（☎025-520-5786）

❶１月14日㊋・建築住宅課
❷�18日㊏・全日本不動産協
会上越事務所（栄町２）

❸�28日㊋・上越宅建会館（春
日野１）

いずれも午後１時～５時
予　約
問合せ

と　き
ところ

空き家の売買や賃貸に関する相談
（予約時に「空き家登録シート」
の提出が必要）

空き家相談会要
予約各種無料相談

予約が必要な相談があります。
　 詳しくは、各問合せ先に問い合わせて

ください。



広報対話課から
（☎025－526－5111）
「広報上越２月号」は、１月
23日㊍・24日㊎に各町内会へ
お届けし、各世帯にお配りしま
す。届かない世帯の人は、広報
対話課または、各総合事務所へ
ご連絡ください。
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荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間
～北前船寄港地・船主集落～

　北前船が栄えた時代、直江津は「今
いま
町
まち
」と呼ばれ、高田藩の外港で

ある今町の港には北前船が寄港しました。北前船が寄港したことによっ
てさまざまな生

なり
業
わい
が生まれ、直江津のまちは大いににぎわいました。

日本
遺産

　住吉神社（住吉町）は、航海安全の神を祀
まつ
る大坂の

住吉神社から分霊された神社です。当初は八坂神社境
内に祀られていましたが、天明８年（1788年）に現
在地付近へ遷

せん
座
ざ
され、大坂や阿

あわのくに
波国（現在の徳島県）

の藍商人たちからあつく信仰されました。
　境内には、阿波藍を運ぶ北前船の航海安全と繁栄を
祈願し阿波国の藍商人が奉納した石

いし
灯
どう
籠
ろう
のほか、大坂

の阿波藍染屋が奉納した手
ちょうずばち
水鉢が残っています。

　北前船寄港地・直江津の寺社には、北前船の船主や船頭たち
が航海の安全を祈願し、あるいは航海の無事を感謝して「船絵
馬」が奉納されています。
　住吉神社の船絵馬は、明治22年（1889年）に直江津町の船
主・橋本トラ子が奉納したものです。この絵馬は明治から大正
にかけて活躍した大坂の絵馬師・絵

えん
馬
ま
藤
とう
が描いたもので、全国

各地で見ることができます。

藍
あい
商人からあつく信仰された住吉神社

住吉神社に奉納された船
ふな
絵
え
馬
ま

詳しくは

阿波国の藍商人が
奉納した灯籠に
は、奉納者「手塚
六三郎」の名前が
刻まれています。

住吉神社の船絵馬「久徳丸」

住吉神社（住吉町）

大坂の阿波藍染屋中が寄進した手水鉢

見やすく読みまちがえにくいユニバーサル
デザインフォントを採用しています。

　2025年は、これまで大切に守り伝えられてきた
上越市のさまざまな歴史や文化がそろって「節目」
を迎えます。「節目」は物事の区切りを表すほか、
重要な局面や転期を表す言葉としても使われます。
　皆さんにとっても新しい１年が、素晴らしい出
会いや大きなチャンスなど喜ばしい転期が多く訪
れる１年となりますように。

表紙のことば ：節目の一年が始まります
上越市の人口・世帯数

88,733人
　  （-95人）

91,828人
　（-38人）女男

180,561人
　  （-133人）合計

数字は住民基本台帳に
基づくもの世帯数

出生
死亡

転入
転出

  71
228

 238
 214

＜人口増減内訳＞

77,719世帯（+７世帯）

令和６.12.１現在。（　）は前月との比較
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